
のＣＭで有名な化学企業の
過去の不法行為を暴く

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この動画は、表示のとおり、きっと明日も、ハレ、・・・で有名なﾌﾟﾗｲﾑ市場上場の大手化学企業の過去の不法行為を皆様に告知する目的で作られました。



それは、１０数年前の『超高輝度無機EL』事
件に係るもので、

当時の同社の株価が数百円高騰した事実は、

同社の十数年来の株主や業界関係者の記憶に
はいまだ消えていない



事件当時の同社株価の推移

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

2005年9月7日 2005年10月7日 2005年11月7日 2005年12月7日 2006年1月7日 2006年2月7日 2006年3月7日

株価推移

2006年4月4日

+¥500

05.10.12記者会見

06.3.16
合弁会社設立発表

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
同社の株価は、数ヶ月の間に￥500も高騰し、発表前の￥1000足らずから￥1400台までに高騰した事実がありました。



当時の同社株出来高推移
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
同社株の出来高も、発表後数日で６倍にも達していました。



“超高輝度無機ＥＬ”事件顛末-1

'05 .10 .12～13 超高輝度無機ＥＬ開発の記者会見、年内のサンプル出荷等公表の新聞報道により、株価が暴騰し、ストップ高で取引停止

'05.10 .19～21 ＦＰＤ展示会にて超高輝度無機ＥＬ試料を展示、連日数万～１０数万人が来場、大反響を呼

'05.11.初旬 〇ラレ社内でサンプルを精査したところ、ＧａＡｓ等のＬＥＤ材料であることが判明したが、極一部の関係者内の極秘事項として隠蔽

'06.4 .01～ 茶谷産業と〇ラレ折半出資で合弁会社を設立し、開発の促進のためと虚って対外的な隠蔽工作を開始

'07 .4 .01 茶谷産業のカト吉による詐欺行為で財務状態悪化により合弁の出資比率を〇ラレ90％にし、名称も〇ラレルミナス（Ｌ社)に変更
〇ラレ社内の人事異動で専務、役員をＬ社の社長、副社長にする引責体制にする

'08.3 .31 Ｌ社の社長、副社長を引責辞任させて退職させ、佐藤常務を社長にする人事異動を発表

'08.4 .01～ 茶谷産業は撤退し、〇ラレのみで隠蔽工作を継続

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「超高輝度無機ＥＬ」事件の顛末を時系列で示しますが、


Sheet1

		　　　〇ラレ“超高輝度発光体事件”の顛末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チョウ コウキド ハッコウタイ ジケン テンマツ

		　2005年10月、三大誌、日経を含む新聞各社の紙面の一面を飾った「〇ラレ、超高輝度発光体の開発に着手」「ノーベル賞級の大発明！」などと報じられたあの発光体は一体何だったのか。１０年余を経た現在も尚、株主、同社ＯＢがいまだに首を傾げる発光体事件の実態を告発によって暴きその顛末を明らかにする。以下、時系列で事件の経緯を追う。 ドウ

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　　　緯 ヘ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。 チャタニ イカ チュウカイシャ ショウカイ コウ キド モ コ

				Ｄ社によれば、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた由。Ｙ氏は日本に住民登録せずタイに居住、タイ人の内妻がいるとか。昭和22年生まれ、宮城県仙台市出身、東北工大卒、Ｙ電子を自営、タイや台湾で詐欺行為に明け暮れる。Ｄ社へは'02年頃Ｄ社の当時の社員の紹介で、発光体開発品と称して紛い物を持ち込む。要は開発費と称して金をせびっていた模様。Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。同社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役・林義定氏）)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年もFPD展に出展登録しており、05年も登録して〇ラレが乗り気なので共同出展を希望していた。 カイハツシャ イカ シ シキン エンジョ ツク ヨシ ニホン ジュウミン トウロク キョジュウ ジン ナイ ツマ ショウワ ネン ウ ミヤギケン センダイシ シュッシン トウホク コウダイ ソツ ジエイ タイワン サギ コウイ ア ク トウジ シャイン ショウカイ カイハツ ヒン ショウ マガ モノ モ コ ヨウ カイハツヒ ショウ カネ モヨウ エキショウ レイ インキョク カン セイゾウ ハンバイ ハンロ モ ドウシャ トウジ ジギョウ ブチョウ モト トリシマリヤク ハヤシ ヨシ シ ジシャ テ オ キョウドウ カイハツ アイテ ダイリテン ネン テン シュッテン トウロク ネン トウロク ノ キ キョウドウ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所ではUV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度発光体と信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。 ヨウイ カク コ タカ マン ショウシャ ハッコウ カクニン シン ヨウ ヨシ ゴジツ サイド シラ ハッコウ ヨウ サイク モヨウ

		'05/9		〇ラレはＤ社と高輝度発光体の工業化に向けてJDA締結 コウキド コウギョウカ ム テイケツ

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。Ｙ氏から聞いた話を基にZnS系のIr等希土類元素を添加し爆破法によって作成する旨記載した。いくら追試しても再現性がないことから、後日これは全くの出鱈目であることが判明した。 コウヒョウ マエ ベイコク トッキョ シュツガン ケン ネン トッキョ キ ハナシ モト ケイ トウ キドルイ ゲンソ テンカ バクハ ホウ サクセイ ムネ キサイ ゴジツ マッタ デタラメ ハンメイ

		'05/10		〇ラレはFPD展に先立ち新聞各社を集めて記者会見を開き、超高輝度発光体 の開発にＤ社と共同で着手する旨を大々的に発表。 テン サキダ シンブン カクシャ アツ キシャ カイケン ヒラ チョウ コウキド カイハツ キョウドウ チャクシュ ムネ ダイダイテキ ハッピョウ

				発表により株価は800円台から1000円台に跳ね上がり、その後株主の注目を集めることとなる。（高いときは1300～1400円台まで上がった） ハッピョウ カブカ エンダイ エンダイ ハ ア ゴ カブヌシ チュウモク アツ タカ エンダイ ア

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。 ヨコハマ カイサイ テン キョウドウ シュッテン チョウ コウキド アオイロ テンジ ニチ ア スウジュウマンニン ホウモンシャ コウカイ

				山形大・城戸淳二教授、明治大・三浦明教授、有機EL材料メーカーの出光興産等々が展示品を見学。城戸教授は、これはLEDではないかと云っていた。 ヤマガタダイ キド ジュンジ キョウジュ メイジダイ ミウラ アキラ キョウジュ ユウキ ザイリョウ イデミツ コウサン トウトウ テンジ ヒン ケンガク キド キョウジュ イ

		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 オオサカ ホンシャ カイハツシャ ヨ コンゴ カイハツ ホウシン ハナ ア カイギ トウナン コウザン チョウサ ヒツヨウ フ ヨウ カネ コウジツ オオタ ク カマ デンキロ ジョウチャク キ トウ イ ハッコウ シサクヒン セイサク キョテン ヤチン シサク ヒヨウ スイテイ ヤク マン ツキ ゴウベン フタン トウショ メイ ウンエイ カンケイシャ イクド ア アシ ハコ モヨウ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた発光体材料のZnSは確認されず。 ケン テンジ カイ ゴ テンジ ヒン ブンカイ ブンセキ トウ ザイリョウ ゲンシ カクニン シ イ ザイリョウ カクニン

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumireds社のLEDの模倣品と判明した。 ムキ ケンビキョウ シャシン オオテ シャ モホウヒン ハンメイ

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長Ｍ、社長亜久井を始め担当役員Ｋも基本的に事情を知る立場にあり、世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 ホンケン ジジョウ シ モノ シンジギョウ カイハツ ケン キュウ ショチョウ ホンシャ カイハツ シュカン ケン カイハツ チョウ ドウ ケンキュウイン ニメイ ケン カイハツ ブチョウ ジョウム ジギョウ ブチョウ スウメイ トウジ カイチョウ シャチョウ ハジ タントウ ヤクイン キホンテキ ジジョウ シ タチバ セケン アザム ツヅ シャカイ テキ セキニン マヌガ

		'05/11～		その後、Ｙ氏に海外調査や原料調達目的で数回に渡って毎月\1000万余の委託費以外に約1000万円ずつを提供し、サンプル作りを依頼するも台湾、タイへ渡航が頻繁に続き、現地で原料入手するだのごねられ、いつも空振りに終わる。 ゴ カイガイ チョウサ ゲンリョウ チョウタツ モクテキ スウカイ ワタ マイツキ マン ヨ イタク ヒ イガイ ヤク マン エン テイキョウ ツク イライ タイワン トコウ ヒンパン ツヅ ゲンチ ゲンリョウ ニュウシュ カラブ オ

				それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、Ｌ社開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。 シ イ ジョウホウ モト カイハツ ブタイ ザイリョウ カイハツ ココロ ケイ イッコウ テンジ ヒン キュウ サイゲン ト

		'06/4/1		Ｌ社・Ｄ社の折半出資の合弁でKCルミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費はＬ社人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、Ｌ社設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。 セッパン シュッシ セツリツ カブヌシ タイサク カイハツ ジュウテン トウニュウ シホンキン オクエン ケイヒ ジンイン スウメイ オヨ メイ カイハツシャ マン トウニュウ

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率をＬ社90％に見直し、Ｌ社ﾙﾐﾅｽに名称変更。 カ キチ ショウヒン サギ ア ザイム ジョウタイ キキテキ ドウ ゴウベン シュッシ ヒリツ ミナオ メイショウ ヘンコウ

				当時の亜久井社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の串田専務を社長、所管本部長吉川氏を副社長（本体取締役退任）、理事塩藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 トウジ カメイ フシマツ セキニン ト コウヒョウ ジ クシダ センム シャチョウ ショカン ホンブチョウ ヨシカワ シ フクシャチョウ ホンタイ トリシマリヤク タイニン リジ シオ フジ シ ジョウム タイセイ セケン メ クラ コンタン ミ ミ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。 タイセイ ネン シュウエン シャチョウ フクシャチョウ ジテン タイニン ジョウム シャチョウ シュウニン

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、Ｌ社のみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時のＬ社社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。 ベツ ショウシャ シ トウジ



		'10/2/1		Ｌﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には発光体 開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員Ｎ直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 シャ カイサン ホンシャ ナイ ジギョウ スイシンシツ モウ トウジ ジョウム シッコウ ヤクイン チョッカツ ナイヨウ マッタ ジッセキ デ ミ カツドウ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社。 ゼン シャチョウ サトウシ タイシャ トウショ セキニンシャ ゼンイン タイシャ

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ブショ ケンキュウ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ イマ ガイケン ジョウ カイハツ ケイゾク ヨソオ ヨウ タイガイテキ マク ヒ カブヌシ タイサク ヒツヨウ オモ

		'13/3/-		同社会長亜久井が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで同社の研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ドウシャ カイチョウ ガツマツ ソウダンヤク タイニン ハッピョウ セイケイ カコウ ケンキュウショ トウゴウ ソシキ ヘンコウ コウヒョウ ドウシャ ケンキュウ カイハツ ソシキメイ ムキ メイショウ カンゼン ショウメツ カブヌシ タイサク タメ ギソウ コウサク シュウリョウ マサ カイチョウ タイニン ソウゾウ

		総　括 ソウ カツ		　2005年10月に端を発した“超高輝度発光体”事件は、17年を経過した今も世間に全く事情説明もなしにほう冠りし、株主損害賠償訴訟を恐れて幕引きしない体質は決して許されるものではない。その間に、推定30億円余の開発費を投入するも、所詮実体のない紛い物、開発の進展は皆無であった。今は、ウエブで“発光体” を検索してもＬ社の名前はヒットせず、DNP等他社が開発に成功する中で、7年間も何をやらせていたのか、全く持って不可解さは拭い切れない。Ｌ社がＹ氏の処方で発光体の再現を試みても殆ど光らなかった。要は詐欺に引っ掛ったのである。だからそう云う意味ではＬ社も被害者であるかもしれない。それでも、株価の上昇原因を自らの不作為で招いたＬ社の責任は免れるものではなく(虚偽の情報を公表して株価操作したことによる金融商品取引法違反は７年で公訴時効であるが、信義則にもとる行為と株主は見るであろう)、本文書は、それを糾弾するものである。Ｌ社は、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの観点から、高輝度発光体の顛末を世間に対して説明する社会的責任を負うものと考える。何故ならば、現在の株価は当時の数100円の底上げをベースに推移した結果だからである。然もなくは、現在の価格は少なくとも200-300円は低いものと推測される(＠￥200の上昇とすれば発行株価総額1000億円以上の底上げに相当)。詰まり、17年前の下駄を履かせた状態が続いているのである。それを考えると、本文書が公表されれば信用失墜による株価の暴落など今でも株主損害賠償の火種は消えていないのである。本文書が公表されることによって株価が暴落すると、株主は初めて損害を被るのであるから、事実関係が明らかになってから5年以内は損害賠償が提訴される虞は十分に想定される。本文書は、世間にその事情を知らせ、Ｌ社に世間を欺くことの罪深さを自覚させ、社会的責任を果たさせる機会を与えることを目的とするものである。また、当時の事情を知る社員がすべて辞職した後でも、元相談役亜久井、元会長(当時取締役、既に他界)Ｉはその間も職位に留まり一切自ら辞任することのない図々しさは決して許されない。三人の役員を辞職させ、自ら辞職しなかったことは人間性を疑う。本件の世間への告知と共に、当時の責任者らはせめて、世間に対して謝罪をすべきである。 ネン ガツ タン ハッ チョウ コウキド ジケン ネン ケイカ イマ セケン マッタ ジジョウ セツメイ カブヌシ ソンガイ バイショウ ソショウ オソ マク ヒ タイシツ ケッ ユル カン スイテイ オク エン アマ カイハツヒ トウニュウ ショセン ジッタイ マガ モノ カイハツ シンテン カイム イマ ケンサク ナマエ トウ タシャ カイハツ セイコウ ナカ ネンカン ナニ マッタ モ フカカイ ヌグ キ ショホウ ハッコウ タイ ココロ ホトン ヒカ ヨウ サギ ヒ カカ イ イミ ヒガイシャ カブカ ジョウショウ ゲンイン ミズカ フサクイ セキニン マヌガ キョギ ジョウホウ コウヒョウ カブカ ソウサ キンユウ ショウヒン トリヒキホウ イハン ネン コウソ ジコウ シンギソク コウイ カブヌシ ミ ブンショ キュウダン カンテン コウキド テンマツ セケン タイ シャカイテキ ナゼ トウジ スウ エン ソコア スイイ ケッカ サ スク エン ヒク スイソク ジョウショウ ハッコウ カブ カ ソウガク ソコア ソウトウ ツ ネンマエ ゲタ ハ ジョウタイ ツヅ カンガ コウヒョウ シンヨウ シッツイ カブカ ボウラク イマ カブヌシ ソンガイ バイショウ ヒダネ キ コウヒョウ カブカ ボウラク カブヌシ ハジ ソンガイ コウム ジジツ カンケイ アキ ネン イナイ ソンガイ バイショウ テイソ オソレ ジュウブン ソウテイ セケン ジジョウ シ セケン アザム ジカク キカイ アタ モクテキ トウジ ジジョウ シ シャイン アト モト モト カイチョウ トウジ トリシマリヤク スデ タカイ カン ショクイ トド イッサイ ミズカ ジニン ズウズウ ケッ ユル サンニン ジショク ミズカ ジショク ニンゲン セイ ウタガ ホンケン セケン コクチ トモ セケン タイ シャザイ
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		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　経　　　　　　　　　　緯 ケイ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。

				Ｄ社が、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた同氏曰く「無機ELサンプル」。　　Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。Ｄ社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年も独自でFPD展に出展登録しており、05年も単独で登録していた所、〇ラレの希望で共同出展とした。 ドウシ イワ ムキ ドクジ タンドク トコロ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所では当初UV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度無機ＥＬと信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。

		'05/9		〇ラレ・Ｄ社の共同開発契約（ＪＤＡ）に調印 シャ キョウドウ カイハツ ケイヤク チョウイン

		'05/10		FPD展に先立ち、記者会見を開き、試作品と共に大々的にＤ社と〇ラレの共同開発を発表

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。

				発表により株価は900円台から数ヶ月で1400円台に跳ね上がり、以降株主の注目を集めることとなる。 スウカゲツ イコウ

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。



		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者Ｙ氏を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 ウジ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた無機ＥＬ材料のZnSは確認されず。 ムキ

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumileds社のLEDの模倣品と判明した。

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長、社長を始め担当役員専務も基本的に事情を知る立場にあり、以降、隠蔽工作に終始し世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 センム イコウ インペイ コウサク シュウシ

		'05/11～		それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、〇ラレ開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。



		'06/4/1		〇ラレ・Ｄ社の折半出資の合弁でKC〇ミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費は〇ラレ人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、〇ラレ設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率を〇ラレ90％に見直し、〇ラレルミナスに名称変更。

				当時の〇ラレ社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の〇ラレ専務を社長、所管本部長吉村氏を副社長（本体取締役退任）、理事佐藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 ヨシムラ シ サトウ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、〇ラレルミナス社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、〇ラレのみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時の〇ラレ社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。

		'10/2/1		〇ラレﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には無機ＥＬ開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員蜷川氏直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 ムキ ニナガワ シ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。

		'13/3/-		〇ラレ会長和久井氏が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで〇ラレの研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ワクイ シ





Sheet3

		'05.10.12～13		超高輝度無機ＥＬ開発の記者会見、年内のサンプル出荷等公表の新聞報道により、株価が暴騰し、ストップ高で取引停止  チョウコウキド ムキ カイハツ ネンナイ シュッカ トウ コウヒョウ

		'05.10.19～21		ＦＰＤ展示会にて超高輝度無機ＥＬ試料を展示、連日数万～１０数万人が来場、大反響を呼ぶ テンジカイ チョウ コウキド ムキ シリョウ テンジ レンジツ スウマン スウ マン ニン ライジョウ ダイハンキョウ ヨ

		'05.11.初旬 ショジュン		〇ラレ社内でサンプルを精査したところ、ＧａＡｓ等のＬＥＤ材料であることが判明したが、極一部の関係者内の極秘事項として隠蔽 シャナイ セイサ トウ ザイリョウ ハンメイ ゴク イチブ カンケイシャ ナイ ゴクヒ ジコウ インペイ

		'06.4.01～		茶谷産業と〇ラレ折半出資で合弁会社を設立し、開発の促進のためと虚って対外的な隠蔽工作を開始 チャタニ サンギョウ セッパン シュッシ ゴウベン カイ シャ セツリツ カイハツ キョ タイガイテキ インペイ コウサク カイシ

		'07.4.01		茶谷産業のカト吉による詐欺行為で財務状態悪化により合弁の出資比率を〇ラレ90％にし、名称も〇ラレルミナス（Ｌ社)に変更 チャタニ サンギョウ ヨシ サギ コウイ ザイム ジョウタイ アッカ ゴウベン シュッシ ヒリツ メイショウ シャ ヘンコウ

				〇ラレ社内の人事異動で専務、役員をＬ社の社長、副社長にする引責体制にする シャナイ ジンジ イドウ センム ヤクイン シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ タイセイ

		'08.3.31		Ｌ社の社長、副社長を引責辞任させて退職させ、佐藤常務を社長にする人事異動を発表 シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ ジニン タイショク サトウ ジョウム シャチョウ ジンジ イドウ ハッピョウ

		'08.4.01～		茶谷産業は撤退し、〇ラレのみで隠蔽工作を継続 チャタニ サンギョウ テッタイ インペイ コウサク ケイゾク

		'10.2.01～		〇ラレルミナスは解散し、本体にルミナス事業推進室を設け、開発継続を見せかけ隠蔽工作を継続 カイサン ホンタイ ジギョウ スイシン シツ モウ カイハツ ケイゾク ミ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.4.01～		ルミナス事業推進室を廃止し、その後継に”無機材料・デバイス研究開発Ｇ”を設け、対外的に隠蔽工作を継続 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ タイガイテキ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.10.12		風説の流布の違法(被疑)行為に対する公訴時効７年が成立 フウセツ ルフ イホウ コウイ タイ コウソ ジコウ ネン セイリツ



		'13.3.～		〇ラレ会長の退任、相談役就任を発表　その時期に組織名から”無機材料”の名称を削除し、対外的な関連活動の幕引きを装う　 カイチョウ タイニン ソウダンヤク シュウニン ハッピョウ ジキ ソシキメイ ムキ ザイリョウ メイショウ サクジョ タイガイテキ カンレン カツドウ マク ヒ ヨソオ

		～'23.9.30		違法行為の時効は成立したとしても、世間を欺いて結果的に株価に反映させた行為は、底上げされた株価がそのまま時価総額(推定￥700億～\1000億)に反映されている以上、信義則にもとる行為であり、事実関係を隠蔽し続けている姿勢は一流企業として相応しくない イホウコウイ ジコウ セイリツ ソコア カブカ ジカ ソウガク スイテイ オク オク ハンエイ イジョウ シセイ

				2026年創立100周年の前に事実を公表し、世間の禊を受けるべきである ネン ソウリツ シュウネン マエ ジジツ コウヒョウ セケン ミソギ ウ
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		　　　〇ラレ“超高輝度発光体事件”の顛末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チョウ コウキド ハッコウタイ ジケン テンマツ

		　2005年10月、三大誌、日経を含む新聞各社の紙面の一面を飾った「〇ラレ、超高輝度発光体の開発に着手」「ノーベル賞級の大発明！」などと報じられたあの発光体は一体何だったのか。１０年余を経た現在も尚、株主、同社ＯＢがいまだに首を傾げる発光体事件の実態を告発によって暴きその顛末を明らかにする。以下、時系列で事件の経緯を追う。 ドウ

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　　　緯 ヘ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。 チャタニ イカ チュウカイシャ ショウカイ コウ キド モ コ

				Ｄ社によれば、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた由。Ｙ氏は日本に住民登録せずタイに居住、タイ人の内妻がいるとか。昭和22年生まれ、宮城県仙台市出身、東北工大卒、Ｙ電子を自営、タイや台湾で詐欺行為に明け暮れる。Ｄ社へは'02年頃Ｄ社の当時の社員の紹介で、発光体開発品と称して紛い物を持ち込む。要は開発費と称して金をせびっていた模様。Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。同社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役・林義定氏）)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年もFPD展に出展登録しており、05年も登録して〇ラレが乗り気なので共同出展を希望していた。 カイハツシャ イカ シ シキン エンジョ ツク ヨシ ニホン ジュウミン トウロク キョジュウ ジン ナイ ツマ ショウワ ネン ウ ミヤギケン センダイシ シュッシン トウホク コウダイ ソツ ジエイ タイワン サギ コウイ ア ク トウジ シャイン ショウカイ カイハツ ヒン ショウ マガ モノ モ コ ヨウ カイハツヒ ショウ カネ モヨウ エキショウ レイ インキョク カン セイゾウ ハンバイ ハンロ モ ドウシャ トウジ ジギョウ ブチョウ モト トリシマリヤク ハヤシ ヨシ シ ジシャ テ オ キョウドウ カイハツ アイテ ダイリテン ネン テン シュッテン トウロク ネン トウロク ノ キ キョウドウ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所ではUV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度発光体と信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。 ヨウイ カク コ タカ マン ショウシャ ハッコウ カクニン シン ヨウ ヨシ ゴジツ サイド シラ ハッコウ ヨウ サイク モヨウ

		'05/9		〇ラレはＤ社と高輝度発光体の工業化に向けてJDA締結 コウキド コウギョウカ ム テイケツ

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。Ｙ氏から聞いた話を基にZnS系のIr等希土類元素を添加し爆破法によって作成する旨記載した。いくら追試しても再現性がないことから、後日これは全くの出鱈目であることが判明した。 コウヒョウ マエ ベイコク トッキョ シュツガン ケン ネン トッキョ キ ハナシ モト ケイ トウ キドルイ ゲンソ テンカ バクハ ホウ サクセイ ムネ キサイ ゴジツ マッタ デタラメ ハンメイ

		'05/10		〇ラレはFPD展に先立ち新聞各社を集めて記者会見を開き、超高輝度発光体 の開発にＤ社と共同で着手する旨を大々的に発表。 テン サキダ シンブン カクシャ アツ キシャ カイケン ヒラ チョウ コウキド カイハツ キョウドウ チャクシュ ムネ ダイダイテキ ハッピョウ

				発表により株価は800円台から1000円台に跳ね上がり、その後株主の注目を集めることとなる。（高いときは1300～1400円台まで上がった） ハッピョウ カブカ エンダイ エンダイ ハ ア ゴ カブヌシ チュウモク アツ タカ エンダイ ア

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。 ヨコハマ カイサイ テン キョウドウ シュッテン チョウ コウキド アオイロ テンジ ニチ ア スウジュウマンニン ホウモンシャ コウカイ

				山形大・城戸淳二教授、明治大・三浦明教授、有機EL材料メーカーの出光興産等々が展示品を見学。城戸教授は、これはLEDではないかと云っていた。 ヤマガタダイ キド ジュンジ キョウジュ メイジダイ ミウラ アキラ キョウジュ ユウキ ザイリョウ イデミツ コウサン トウトウ テンジ ヒン ケンガク キド キョウジュ イ

		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 オオサカ ホンシャ カイハツシャ ヨ コンゴ カイハツ ホウシン ハナ ア カイギ トウナン コウザン チョウサ ヒツヨウ フ ヨウ カネ コウジツ オオタ ク カマ デンキロ ジョウチャク キ トウ イ ハッコウ シサクヒン セイサク キョテン ヤチン シサク ヒヨウ スイテイ ヤク マン ツキ ゴウベン フタン トウショ メイ ウンエイ カンケイシャ イクド ア アシ ハコ モヨウ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた発光体材料のZnSは確認されず。 ケン テンジ カイ ゴ テンジ ヒン ブンカイ ブンセキ トウ ザイリョウ ゲンシ カクニン シ イ ザイリョウ カクニン

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumireds社のLEDの模倣品と判明した。 ムキ ケンビキョウ シャシン オオテ シャ モホウヒン ハンメイ

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長Ｍ、社長亜久井を始め担当役員Ｋも基本的に事情を知る立場にあり、世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 ホンケン ジジョウ シ モノ シンジギョウ カイハツ ケン キュウ ショチョウ ホンシャ カイハツ シュカン ケン カイハツ チョウ ドウ ケンキュウイン ニメイ ケン カイハツ ブチョウ ジョウム ジギョウ ブチョウ スウメイ トウジ カイチョウ シャチョウ ハジ タントウ ヤクイン キホンテキ ジジョウ シ タチバ セケン アザム ツヅ シャカイ テキ セキニン マヌガ

		'05/11～		その後、Ｙ氏に海外調査や原料調達目的で数回に渡って毎月\1000万余の委託費以外に約1000万円ずつを提供し、サンプル作りを依頼するも台湾、タイへ渡航が頻繁に続き、現地で原料入手するだのごねられ、いつも空振りに終わる。 ゴ カイガイ チョウサ ゲンリョウ チョウタツ モクテキ スウカイ ワタ マイツキ マン ヨ イタク ヒ イガイ ヤク マン エン テイキョウ ツク イライ タイワン トコウ ヒンパン ツヅ ゲンチ ゲンリョウ ニュウシュ カラブ オ

				それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、Ｌ社開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。 シ イ ジョウホウ モト カイハツ ブタイ ザイリョウ カイハツ ココロ ケイ イッコウ テンジ ヒン キュウ サイゲン ト

		'06/4/1		Ｌ社・Ｄ社の折半出資の合弁でKCルミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費はＬ社人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、Ｌ社設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。 セッパン シュッシ セツリツ カブヌシ タイサク カイハツ ジュウテン トウニュウ シホンキン オクエン ケイヒ ジンイン スウメイ オヨ メイ カイハツシャ マン トウニュウ

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率をＬ社90％に見直し、Ｌ社ﾙﾐﾅｽに名称変更。 カ キチ ショウヒン サギ ア ザイム ジョウタイ キキテキ ドウ ゴウベン シュッシ ヒリツ ミナオ メイショウ ヘンコウ

				当時の亜久井社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の串田専務を社長、所管本部長吉川氏を副社長（本体取締役退任）、理事塩藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 トウジ カメイ フシマツ セキニン ト コウヒョウ ジ クシダ センム シャチョウ ショカン ホンブチョウ ヨシカワ シ フクシャチョウ ホンタイ トリシマリヤク タイニン リジ シオ フジ シ ジョウム タイセイ セケン メ クラ コンタン ミ ミ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。 タイセイ ネン シュウエン シャチョウ フクシャチョウ ジテン タイニン ジョウム シャチョウ シュウニン

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、Ｌ社のみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時のＬ社社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。 ベツ ショウシャ シ トウジ



		'10/2/1		Ｌﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には発光体 開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員Ｎ直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 シャ カイサン ホンシャ ナイ ジギョウ スイシンシツ モウ トウジ ジョウム シッコウ ヤクイン チョッカツ ナイヨウ マッタ ジッセキ デ ミ カツドウ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社。 ゼン シャチョウ サトウシ タイシャ トウショ セキニンシャ ゼンイン タイシャ

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ブショ ケンキュウ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ イマ ガイケン ジョウ カイハツ ケイゾク ヨソオ ヨウ タイガイテキ マク ヒ カブヌシ タイサク ヒツヨウ オモ

		'13/3/-		同社会長亜久井が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで同社の研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ドウシャ カイチョウ ガツマツ ソウダンヤク タイニン ハッピョウ セイケイ カコウ ケンキュウショ トウゴウ ソシキ ヘンコウ コウヒョウ ドウシャ ケンキュウ カイハツ ソシキメイ ムキ メイショウ カンゼン ショウメツ カブヌシ タイサク タメ ギソウ コウサク シュウリョウ マサ カイチョウ タイニン ソウゾウ

		総　括 ソウ カツ		　2005年10月に端を発した“超高輝度発光体”事件は、17年を経過した今も世間に全く事情説明もなしにほう冠りし、株主損害賠償訴訟を恐れて幕引きしない体質は決して許されるものではない。その間に、推定30億円余の開発費を投入するも、所詮実体のない紛い物、開発の進展は皆無であった。今は、ウエブで“発光体” を検索してもＬ社の名前はヒットせず、DNP等他社が開発に成功する中で、7年間も何をやらせていたのか、全く持って不可解さは拭い切れない。Ｌ社がＹ氏の処方で発光体の再現を試みても殆ど光らなかった。要は詐欺に引っ掛ったのである。だからそう云う意味ではＬ社も被害者であるかもしれない。それでも、株価の上昇原因を自らの不作為で招いたＬ社の責任は免れるものではなく(虚偽の情報を公表して株価操作したことによる金融商品取引法違反は７年で公訴時効であるが、信義則にもとる行為と株主は見るであろう)、本文書は、それを糾弾するものである。Ｌ社は、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの観点から、高輝度発光体の顛末を世間に対して説明する社会的責任を負うものと考える。何故ならば、現在の株価は当時の数100円の底上げをベースに推移した結果だからである。然もなくは、現在の価格は少なくとも200-300円は低いものと推測される(＠￥200の上昇とすれば発行株価総額1000億円以上の底上げに相当)。詰まり、17年前の下駄を履かせた状態が続いているのである。それを考えると、本文書が公表されれば信用失墜による株価の暴落など今でも株主損害賠償の火種は消えていないのである。本文書が公表されることによって株価が暴落すると、株主は初めて損害を被るのであるから、事実関係が明らかになってから5年以内は損害賠償が提訴される虞は十分に想定される。本文書は、世間にその事情を知らせ、Ｌ社に世間を欺くことの罪深さを自覚させ、社会的責任を果たさせる機会を与えることを目的とするものである。また、当時の事情を知る社員がすべて辞職した後でも、元相談役亜久井、元会長(当時取締役、既に他界)Ｉはその間も職位に留まり一切自ら辞任することのない図々しさは決して許されない。三人の役員を辞職させ、自ら辞職しなかったことは人間性を疑う。本件の世間への告知と共に、当時の責任者らはせめて、世間に対して謝罪をすべきである。 ネン ガツ タン ハッ チョウ コウキド ジケン ネン ケイカ イマ セケン マッタ ジジョウ セツメイ カブヌシ ソンガイ バイショウ ソショウ オソ マク ヒ タイシツ ケッ ユル カン スイテイ オク エン アマ カイハツヒ トウニュウ ショセン ジッタイ マガ モノ カイハツ シンテン カイム イマ ケンサク ナマエ トウ タシャ カイハツ セイコウ ナカ ネンカン ナニ マッタ モ フカカイ ヌグ キ ショホウ ハッコウ タイ ココロ ホトン ヒカ ヨウ サギ ヒ カカ イ イミ ヒガイシャ カブカ ジョウショウ ゲンイン ミズカ フサクイ セキニン マヌガ キョギ ジョウホウ コウヒョウ カブカ ソウサ キンユウ ショウヒン トリヒキホウ イハン ネン コウソ ジコウ シンギソク コウイ カブヌシ ミ ブンショ キュウダン カンテン コウキド テンマツ セケン タイ シャカイテキ ナゼ トウジ スウ エン ソコア スイイ ケッカ サ スク エン ヒク スイソク ジョウショウ ハッコウ カブ カ ソウガク ソコア ソウトウ ツ ネンマエ ゲタ ハ ジョウタイ ツヅ カンガ コウヒョウ シンヨウ シッツイ カブカ ボウラク イマ カブヌシ ソンガイ バイショウ ヒダネ キ コウヒョウ カブカ ボウラク カブヌシ ハジ ソンガイ コウム ジジツ カンケイ アキ ネン イナイ ソンガイ バイショウ テイソ オソレ ジュウブン ソウテイ セケン ジジョウ シ セケン アザム ジカク キカイ アタ モクテキ トウジ ジジョウ シ シャイン アト モト モト カイチョウ トウジ トリシマリヤク スデ タカイ カン ショクイ トド イッサイ ミズカ ジニン ズウズウ ケッ ユル サンニン ジショク ミズカ ジショク ニンゲン セイ ウタガ ホンケン セケン コクチ トモ セケン タイ シャザイ
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		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　経　　　　　　　　　　緯 ケイ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。

				Ｄ社が、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた同氏曰く「無機ELサンプル」。　　Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。Ｄ社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年も独自でFPD展に出展登録しており、05年も単独で登録していた所、〇ラレの希望で共同出展とした。 ドウシ イワ ムキ ドクジ タンドク トコロ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所では当初UV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度無機ＥＬと信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。

		'05/9		〇ラレ・Ｄ社の共同開発契約（ＪＤＡ）に調印 シャ キョウドウ カイハツ ケイヤク チョウイン

		'05/10		FPD展に先立ち、記者会見を開き、試作品と共に大々的にＤ社と〇ラレの共同開発を発表

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。

				発表により株価は900円台から数ヶ月で1400円台に跳ね上がり、以降株主の注目を集めることとなる。 スウカゲツ イコウ

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。



		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者Ｙ氏を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 ウジ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた無機ＥＬ材料のZnSは確認されず。 ムキ

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumileds社のLEDの模倣品と判明した。

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長、社長を始め担当役員専務も基本的に事情を知る立場にあり、以降、隠蔽工作に終始し世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 センム イコウ インペイ コウサク シュウシ

		'05/11～		それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、〇ラレ開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。



		'06/4/1		〇ラレ・Ｄ社の折半出資の合弁でKC〇ミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費は〇ラレ人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、〇ラレ設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率を〇ラレ90％に見直し、〇ラレルミナスに名称変更。

				当時の〇ラレ社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の〇ラレ専務を社長、所管本部長吉村氏を副社長（本体取締役退任）、理事佐藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 ヨシムラ シ サトウ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、〇ラレルミナス社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、〇ラレのみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時の〇ラレ社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。

		'10/2/1		〇ラレﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には無機ＥＬ開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員蜷川氏直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 ムキ ニナガワ シ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。

		'13/3/-		〇ラレ会長和久井氏が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで〇ラレの研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ワクイ シ





Sheet3

		'05.10.12～13		超高輝度無機ＥＬ開発の記者会見、年内のサンプル出荷等公表の新聞報道により、株価が暴騰し、ストップ高で取引停止  チョウコウキド ムキ カイハツ ネンナイ シュッカ トウ コウヒョウ

		'05.10.19～21		ＦＰＤ展示会にて超高輝度無機ＥＬ試料を展示、連日数万～１０数万人が来場、大反響を呼ぶ テンジカイ チョウ コウキド ムキ シリョウ テンジ レンジツ スウマン スウ マン ニン ライジョウ ダイハンキョウ ヨ

		'05.11.初旬 ショジュン		〇ラレ社内でサンプルを精査したところ、ＧａＡｓ等のＬＥＤ材料であることが判明したが、極一部の関係者内の極秘事項として隠蔽 シャナイ セイサ トウ ザイリョウ ハンメイ ゴク イチブ カンケイシャ ナイ ゴクヒ ジコウ インペイ

		'06.4.01～		茶谷産業と〇ラレ折半出資で合弁会社を設立し、開発の促進のためと虚って対外的な隠蔽工作を開始 チャタニ サンギョウ セッパン シュッシ ゴウベン カイ シャ セツリツ カイハツ キョ タイガイテキ インペイ コウサク カイシ

		'07.4.01		茶谷産業のカト吉による詐欺行為で財務状態悪化により合弁の出資比率を〇ラレ90％にし、名称も〇ラレルミナス（Ｌ社)に変更 チャタニ サンギョウ ヨシ サギ コウイ ザイム ジョウタイ アッカ ゴウベン シュッシ ヒリツ メイショウ シャ ヘンコウ

				〇ラレ社内の人事異動で専務、役員をＬ社の社長、副社長にする引責体制にする シャナイ ジンジ イドウ センム ヤクイン シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ タイセイ

		'08.3.31		Ｌ社の社長、副社長を引責辞任させて退職させ、佐藤常務を社長にする人事異動を発表 シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ ジニン タイショク サトウ ジョウム シャチョウ ジンジ イドウ ハッピョウ

		'08.4.01～		茶谷産業は撤退し、〇ラレのみで隠蔽工作を継続 チャタニ サンギョウ テッタイ インペイ コウサク ケイゾク

		'10.2.01～		〇ラレルミナスは解散し、本体にルミナス事業推進室を設け、開発継続を見せかけ隠蔽工作を継続 カイサン ホンタイ ジギョウ スイシン シツ モウ カイハツ ケイゾク ミ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.4.01～		ルミナス事業推進室を廃止し、その後継に”無機材料・デバイス研究開発Ｇ”を設け、対外的に隠蔽工作を継続 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ タイガイテキ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.10.12		風説の流布の違法(被疑)行為に対する公訴時効７年が成立 フウセツ ルフ イホウ コウイ タイ コウソ ジコウ ネン セイリツ



		'13.3.～		〇ラレ会長の退任、相談役就任を発表　その時期に組織名から”無機材料”の名称を削除し、対外的な関連活動の幕引きを装う　 カイチョウ タイニン ソウダンヤク シュウニン ハッピョウ ジキ ソシキメイ ムキ ザイリョウ メイショウ サクジョ タイガイテキ カンレン カツドウ マク ヒ ヨソオ

		～'23.9.30		違法行為の時効は成立したとしても、世間を欺いて結果的に株価に反映させた行為は、底上げされた株価がそのまま時価総額(推定￥700億～\1000億)に反映されている以上、信義則にもとる行為であり、事実関係を隠蔽し続けている姿勢は一流企業として相応しくない イホウコウイ ジコウ セイリツ ソコア カブカ ジカ ソウガク スイテイ オク オク ハンエイ イジョウ シセイ

		～’26.7		2026年創立100周年の前に事実を公表し、世間の禊を受けるべきである ネン ソウリツ シュウネン マエ ジジツ コウヒョウ セケン ミソギ ウ
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		　　　〇ラレ“超高輝度発光体事件”の顛末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チョウ コウキド ハッコウタイ ジケン テンマツ

		　2005年10月、三大誌、日経を含む新聞各社の紙面の一面を飾った「〇ラレ、超高輝度発光体の開発に着手」「ノーベル賞級の大発明！」などと報じられたあの発光体は一体何だったのか。１０年余を経た現在も尚、株主、同社ＯＢがいまだに首を傾げる発光体事件の実態を告発によって暴きその顛末を明らかにする。以下、時系列で事件の経緯を追う。 ドウ

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　　　緯 ヘ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。 チャタニ イカ チュウカイシャ ショウカイ コウ キド モ コ

				Ｄ社によれば、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた由。Ｙ氏は日本に住民登録せずタイに居住、タイ人の内妻がいるとか。昭和22年生まれ、宮城県仙台市出身、東北工大卒、Ｙ電子を自営、タイや台湾で詐欺行為に明け暮れる。Ｄ社へは'02年頃Ｄ社の当時の社員の紹介で、発光体開発品と称して紛い物を持ち込む。要は開発費と称して金をせびっていた模様。Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。同社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役・林義定氏）)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年もFPD展に出展登録しており、05年も登録して〇ラレが乗り気なので共同出展を希望していた。 カイハツシャ イカ シ シキン エンジョ ツク ヨシ ニホン ジュウミン トウロク キョジュウ ジン ナイ ツマ ショウワ ネン ウ ミヤギケン センダイシ シュッシン トウホク コウダイ ソツ ジエイ タイワン サギ コウイ ア ク トウジ シャイン ショウカイ カイハツ ヒン ショウ マガ モノ モ コ ヨウ カイハツヒ ショウ カネ モヨウ エキショウ レイ インキョク カン セイゾウ ハンバイ ハンロ モ ドウシャ トウジ ジギョウ ブチョウ モト トリシマリヤク ハヤシ ヨシ シ ジシャ テ オ キョウドウ カイハツ アイテ ダイリテン ネン テン シュッテン トウロク ネン トウロク ノ キ キョウドウ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所ではUV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度発光体と信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。 ヨウイ カク コ タカ マン ショウシャ ハッコウ カクニン シン ヨウ ヨシ ゴジツ サイド シラ ハッコウ ヨウ サイク モヨウ

		'05/9		〇ラレはＤ社と高輝度発光体の工業化に向けてJDA締結 コウキド コウギョウカ ム テイケツ

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。Ｙ氏から聞いた話を基にZnS系のIr等希土類元素を添加し爆破法によって作成する旨記載した。いくら追試しても再現性がないことから、後日これは全くの出鱈目であることが判明した。 コウヒョウ マエ ベイコク トッキョ シュツガン ケン ネン トッキョ キ ハナシ モト ケイ トウ キドルイ ゲンソ テンカ バクハ ホウ サクセイ ムネ キサイ ゴジツ マッタ デタラメ ハンメイ

		'05/10		〇ラレはFPD展に先立ち新聞各社を集めて記者会見を開き、超高輝度発光体 の開発にＤ社と共同で着手する旨を大々的に発表。 テン サキダ シンブン カクシャ アツ キシャ カイケン ヒラ チョウ コウキド カイハツ キョウドウ チャクシュ ムネ ダイダイテキ ハッピョウ

				発表により株価は800円台から1000円台に跳ね上がり、その後株主の注目を集めることとなる。（高いときは1300～1400円台まで上がった） ハッピョウ カブカ エンダイ エンダイ ハ ア ゴ カブヌシ チュウモク アツ タカ エンダイ ア

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。 ヨコハマ カイサイ テン キョウドウ シュッテン チョウ コウキド アオイロ テンジ ニチ ア スウジュウマンニン ホウモンシャ コウカイ

				山形大・城戸淳二教授、明治大・三浦明教授、有機EL材料メーカーの出光興産等々が展示品を見学。城戸教授は、これはLEDではないかと云っていた。 ヤマガタダイ キド ジュンジ キョウジュ メイジダイ ミウラ アキラ キョウジュ ユウキ ザイリョウ イデミツ コウサン トウトウ テンジ ヒン ケンガク キド キョウジュ イ

		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 オオサカ ホンシャ カイハツシャ ヨ コンゴ カイハツ ホウシン ハナ ア カイギ トウナン コウザン チョウサ ヒツヨウ フ ヨウ カネ コウジツ オオタ ク カマ デンキロ ジョウチャク キ トウ イ ハッコウ シサクヒン セイサク キョテン ヤチン シサク ヒヨウ スイテイ ヤク マン ツキ ゴウベン フタン トウショ メイ ウンエイ カンケイシャ イクド ア アシ ハコ モヨウ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた発光体材料のZnSは確認されず。 ケン テンジ カイ ゴ テンジ ヒン ブンカイ ブンセキ トウ ザイリョウ ゲンシ カクニン シ イ ザイリョウ カクニン

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumireds社のLEDの模倣品と判明した。 ムキ ケンビキョウ シャシン オオテ シャ モホウヒン ハンメイ

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長Ｍ、社長亜久井を始め担当役員Ｋも基本的に事情を知る立場にあり、世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 ホンケン ジジョウ シ モノ シンジギョウ カイハツ ケン キュウ ショチョウ ホンシャ カイハツ シュカン ケン カイハツ チョウ ドウ ケンキュウイン ニメイ ケン カイハツ ブチョウ ジョウム ジギョウ ブチョウ スウメイ トウジ カイチョウ シャチョウ ハジ タントウ ヤクイン キホンテキ ジジョウ シ タチバ セケン アザム ツヅ シャカイ テキ セキニン マヌガ

		'05/11～		その後、Ｙ氏に海外調査や原料調達目的で数回に渡って毎月\1000万余の委託費以外に約1000万円ずつを提供し、サンプル作りを依頼するも台湾、タイへ渡航が頻繁に続き、現地で原料入手するだのごねられ、いつも空振りに終わる。 ゴ カイガイ チョウサ ゲンリョウ チョウタツ モクテキ スウカイ ワタ マイツキ マン ヨ イタク ヒ イガイ ヤク マン エン テイキョウ ツク イライ タイワン トコウ ヒンパン ツヅ ゲンチ ゲンリョウ ニュウシュ カラブ オ

				それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、Ｌ社開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。 シ イ ジョウホウ モト カイハツ ブタイ ザイリョウ カイハツ ココロ ケイ イッコウ テンジ ヒン キュウ サイゲン ト

		'06/4/1		Ｌ社・Ｄ社の折半出資の合弁でKCルミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費はＬ社人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、Ｌ社設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。 セッパン シュッシ セツリツ カブヌシ タイサク カイハツ ジュウテン トウニュウ シホンキン オクエン ケイヒ ジンイン スウメイ オヨ メイ カイハツシャ マン トウニュウ

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率をＬ社90％に見直し、Ｌ社ﾙﾐﾅｽに名称変更。 カ キチ ショウヒン サギ ア ザイム ジョウタイ キキテキ ドウ ゴウベン シュッシ ヒリツ ミナオ メイショウ ヘンコウ

				当時の亜久井社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の串田専務を社長、所管本部長吉川氏を副社長（本体取締役退任）、理事塩藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 トウジ カメイ フシマツ セキニン ト コウヒョウ ジ クシダ センム シャチョウ ショカン ホンブチョウ ヨシカワ シ フクシャチョウ ホンタイ トリシマリヤク タイニン リジ シオ フジ シ ジョウム タイセイ セケン メ クラ コンタン ミ ミ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。 タイセイ ネン シュウエン シャチョウ フクシャチョウ ジテン タイニン ジョウム シャチョウ シュウニン

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、Ｌ社のみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時のＬ社社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。 ベツ ショウシャ シ トウジ



		'10/2/1		Ｌﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には発光体 開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員Ｎ直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 シャ カイサン ホンシャ ナイ ジギョウ スイシンシツ モウ トウジ ジョウム シッコウ ヤクイン チョッカツ ナイヨウ マッタ ジッセキ デ ミ カツドウ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社。 ゼン シャチョウ サトウシ タイシャ トウショ セキニンシャ ゼンイン タイシャ

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ブショ ケンキュウ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ イマ ガイケン ジョウ カイハツ ケイゾク ヨソオ ヨウ タイガイテキ マク ヒ カブヌシ タイサク ヒツヨウ オモ

		'13/3/-		同社会長亜久井が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで同社の研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ドウシャ カイチョウ ガツマツ ソウダンヤク タイニン ハッピョウ セイケイ カコウ ケンキュウショ トウゴウ ソシキ ヘンコウ コウヒョウ ドウシャ ケンキュウ カイハツ ソシキメイ ムキ メイショウ カンゼン ショウメツ カブヌシ タイサク タメ ギソウ コウサク シュウリョウ マサ カイチョウ タイニン ソウゾウ

		総　括 ソウ カツ		　2005年10月に端を発した“超高輝度発光体”事件は、17年を経過した今も世間に全く事情説明もなしにほう冠りし、株主損害賠償訴訟を恐れて幕引きしない体質は決して許されるものではない。その間に、推定30億円余の開発費を投入するも、所詮実体のない紛い物、開発の進展は皆無であった。今は、ウエブで“発光体” を検索してもＬ社の名前はヒットせず、DNP等他社が開発に成功する中で、7年間も何をやらせていたのか、全く持って不可解さは拭い切れない。Ｌ社がＹ氏の処方で発光体の再現を試みても殆ど光らなかった。要は詐欺に引っ掛ったのである。だからそう云う意味ではＬ社も被害者であるかもしれない。それでも、株価の上昇原因を自らの不作為で招いたＬ社の責任は免れるものではなく(虚偽の情報を公表して株価操作したことによる金融商品取引法違反は７年で公訴時効であるが、信義則にもとる行為と株主は見るであろう)、本文書は、それを糾弾するものである。Ｌ社は、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの観点から、高輝度発光体の顛末を世間に対して説明する社会的責任を負うものと考える。何故ならば、現在の株価は当時の数100円の底上げをベースに推移した結果だからである。然もなくは、現在の価格は少なくとも200-300円は低いものと推測される(＠￥200の上昇とすれば発行株価総額1000億円以上の底上げに相当)。詰まり、17年前の下駄を履かせた状態が続いているのである。それを考えると、本文書が公表されれば信用失墜による株価の暴落など今でも株主損害賠償の火種は消えていないのである。本文書が公表されることによって株価が暴落すると、株主は初めて損害を被るのであるから、事実関係が明らかになってから5年以内は損害賠償が提訴される虞は十分に想定される。本文書は、世間にその事情を知らせ、Ｌ社に世間を欺くことの罪深さを自覚させ、社会的責任を果たさせる機会を与えることを目的とするものである。また、当時の事情を知る社員がすべて辞職した後でも、元相談役亜久井、元会長(当時取締役、既に他界)Ｉはその間も職位に留まり一切自ら辞任することのない図々しさは決して許されない。三人の役員を辞職させ、自ら辞職しなかったことは人間性を疑う。本件の世間への告知と共に、当時の責任者らはせめて、世間に対して謝罪をすべきである。 ネン ガツ タン ハッ チョウ コウキド ジケン ネン ケイカ イマ セケン マッタ ジジョウ セツメイ カブヌシ ソンガイ バイショウ ソショウ オソ マク ヒ タイシツ ケッ ユル カン スイテイ オク エン アマ カイハツヒ トウニュウ ショセン ジッタイ マガ モノ カイハツ シンテン カイム イマ ケンサク ナマエ トウ タシャ カイハツ セイコウ ナカ ネンカン ナニ マッタ モ フカカイ ヌグ キ ショホウ ハッコウ タイ ココロ ホトン ヒカ ヨウ サギ ヒ カカ イ イミ ヒガイシャ カブカ ジョウショウ ゲンイン ミズカ フサクイ セキニン マヌガ キョギ ジョウホウ コウヒョウ カブカ ソウサ キンユウ ショウヒン トリヒキホウ イハン ネン コウソ ジコウ シンギソク コウイ カブヌシ ミ ブンショ キュウダン カンテン コウキド テンマツ セケン タイ シャカイテキ ナゼ トウジ スウ エン ソコア スイイ ケッカ サ スク エン ヒク スイソク ジョウショウ ハッコウ カブ カ ソウガク ソコア ソウトウ ツ ネンマエ ゲタ ハ ジョウタイ ツヅ カンガ コウヒョウ シンヨウ シッツイ カブカ ボウラク イマ カブヌシ ソンガイ バイショウ ヒダネ キ コウヒョウ カブカ ボウラク カブヌシ ハジ ソンガイ コウム ジジツ カンケイ アキ ネン イナイ ソンガイ バイショウ テイソ オソレ ジュウブン ソウテイ セケン ジジョウ シ セケン アザム ジカク キカイ アタ モクテキ トウジ ジジョウ シ シャイン アト モト モト カイチョウ トウジ トリシマリヤク スデ タカイ カン ショクイ トド イッサイ ミズカ ジニン ズウズウ ケッ ユル サンニン ジショク ミズカ ジショク ニンゲン セイ ウタガ ホンケン セケン コクチ トモ セケン タイ シャザイ
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Sheet2

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　経　　　　　　　　　　緯 ケイ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。

				Ｄ社が、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた同氏曰く「無機ELサンプル」。　　Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。Ｄ社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年も独自でFPD展に出展登録しており、05年も単独で登録していた所、〇ラレの希望で共同出展とした。 ドウシ イワ ムキ ドクジ タンドク トコロ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所では当初UV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度無機ＥＬと信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。

		'05/9		〇ラレ・Ｄ社の共同開発契約（ＪＤＡ）に調印 シャ キョウドウ カイハツ ケイヤク チョウイン

		'05/10		FPD展に先立ち、記者会見を開き、試作品と共に大々的にＤ社と〇ラレの共同開発を発表

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。

				発表により株価は900円台から数ヶ月で1400円台に跳ね上がり、以降株主の注目を集めることとなる。 スウカゲツ イコウ

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。



		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者Ｙ氏を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 ウジ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた無機ＥＬ材料のZnSは確認されず。 ムキ

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumileds社のLEDの模倣品と判明した。

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長、社長を始め担当役員専務も基本的に事情を知る立場にあり、以降、隠蔽工作に終始し世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 センム イコウ インペイ コウサク シュウシ

		'05/11～		それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、〇ラレ開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。



		'06/4/1		〇ラレ・Ｄ社の折半出資の合弁でKC〇ミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費は〇ラレ人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、〇ラレ設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率を〇ラレ90％に見直し、〇ラレルミナスに名称変更。

				当時の〇ラレ社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の〇ラレ専務を社長、所管本部長吉村氏を副社長（本体取締役退任）、理事佐藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 ヨシムラ シ サトウ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、〇ラレルミナス社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、〇ラレのみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時の〇ラレ社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。

		'10/2/1		〇ラレﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には無機ＥＬ開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員蜷川氏直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 ムキ ニナガワ シ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。

		'13/3/-		〇ラレ会長和久井氏が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで〇ラレの研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ワクイ シ





Sheet3

		'05.10.12～13		超高輝度無機ＥＬ開発の記者会見、年内のサンプル出荷等公表の新聞報道により、株価が暴騰し、ストップ高で取引停止  チョウコウキド ムキ カイハツ ネンナイ シュッカ トウ コウヒョウ

		'05.10.19～21		ＦＰＤ展示会にて超高輝度無機ＥＬ試料を展示、連日数万～１０数万人が来場、大反響を呼ぶ テンジカイ チョウ コウキド ムキ シリョウ テンジ レンジツ スウマン スウ マン ニン ライジョウ ダイハンキョウ ヨ

		'05.11.初旬 ショジュン		〇ラレ社内でサンプルを精査したところ、ＧａＡｓ等のＬＥＤ材料であることが判明したが、極一部の関係者内の極秘事項として隠蔽 シャナイ セイサ トウ ザイリョウ ハンメイ ゴク イチブ カンケイシャ ナイ ゴクヒ ジコウ インペイ

		'06.4.01～		茶谷産業と〇ラレ折半出資で合弁会社を設立し、開発の促進のためと虚って対外的な隠蔽工作を開始 チャタニ サンギョウ セッパン シュッシ ゴウベン カイ シャ セツリツ カイハツ キョ タイガイテキ インペイ コウサク カイシ

		'07.4.01		茶谷産業のカト吉による詐欺行為で財務状態悪化により合弁の出資比率を〇ラレ90％にし、名称も〇ラレルミナス（Ｌ社)に変更 チャタニ サンギョウ ヨシ サギ コウイ ザイム ジョウタイ アッカ ゴウベン シュッシ ヒリツ メイショウ シャ ヘンコウ

				〇ラレ社内の人事異動で専務、役員をＬ社の社長、副社長にする引責体制にする シャナイ ジンジ イドウ センム ヤクイン シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ タイセイ

		'08.3.31		Ｌ社の社長、副社長を引責辞任させて退職させ、佐藤常務を社長にする人事異動を発表 シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ ジニン タイショク サトウ ジョウム シャチョウ ジンジ イドウ ハッピョウ

		'08.4.01～		茶谷産業は撤退し、〇ラレのみで隠蔽工作を継続 チャタニ サンギョウ テッタイ インペイ コウサク ケイゾク

		'10.2.01～		〇ラレルミナスは解散し、本体にルミナス事業推進室を設け、開発継続を見せかけ隠蔽工作を継続 カイサン ホンタイ ジギョウ スイシン シツ モウ カイハツ ケイゾク ミ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.4.01～		ルミナス事業推進室を廃止し、その後継に”無機材料・デバイス研究開発Ｇ”を設け、対外的に隠蔽工作を継続 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ タイガイテキ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.10.12		風説の流布の違法(被疑)行為に対する公訴時効７年が成立 フウセツ ルフ イホウ コウイ タイ コウソ ジコウ ネン セイリツ



		'13.3.～		〇ラレ会長の退任、相談役就任を発表　その時期に組織名から”無機材料”の名称を削除し、対外的な関連活動の幕引きを装う　 カイチョウ タイニン ソウダンヤク シュウニン ハッピョウ ジキ ソシキメイ ムキ ザイリョウ メイショウ サクジョ タイガイテキ カンレン カツドウ マク ヒ ヨソオ

		～'23.9.30		違法行為の時効は成立したとしても、世間を欺いて結果的に株価に反映させた行為は、底上げされた株価がそのまま時価総額(推定￥700億～\1000億)に反映されている以上、信義則にもとる行為であり、事実関係を隠蔽し続けている姿勢は一流企業として相応しくない イホウコウイ ジコウ セイリツ ソコア カブカ ジカ ソウガク スイテイ オク オク ハンエイ イジョウ シセイ

		～’26.7		2026年創立100周年の前に事実を公表し、世間の禊を受けるべきである ネン ソウリツ シュウネン マエ ジジツ コウヒョウ セケン ミソギ ウ
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		　　　〇ラレ“超高輝度発光体事件”の顛末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チョウ コウキド ハッコウタイ ジケン テンマツ

		　2005年10月、三大誌、日経を含む新聞各社の紙面の一面を飾った「〇ラレ、超高輝度発光体の開発に着手」「ノーベル賞級の大発明！」などと報じられたあの発光体は一体何だったのか。１０年余を経た現在も尚、株主、同社ＯＢがいまだに首を傾げる発光体事件の実態を告発によって暴きその顛末を明らかにする。以下、時系列で事件の経緯を追う。 ドウ

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　　　緯 ヘ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。 チャタニ イカ チュウカイシャ ショウカイ コウ キド モ コ

				Ｄ社によれば、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた由。Ｙ氏は日本に住民登録せずタイに居住、タイ人の内妻がいるとか。昭和22年生まれ、宮城県仙台市出身、東北工大卒、Ｙ電子を自営、タイや台湾で詐欺行為に明け暮れる。Ｄ社へは'02年頃Ｄ社の当時の社員の紹介で、発光体開発品と称して紛い物を持ち込む。要は開発費と称して金をせびっていた模様。Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。同社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役・林義定氏）)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年もFPD展に出展登録しており、05年も登録して〇ラレが乗り気なので共同出展を希望していた。 カイハツシャ イカ シ シキン エンジョ ツク ヨシ ニホン ジュウミン トウロク キョジュウ ジン ナイ ツマ ショウワ ネン ウ ミヤギケン センダイシ シュッシン トウホク コウダイ ソツ ジエイ タイワン サギ コウイ ア ク トウジ シャイン ショウカイ カイハツ ヒン ショウ マガ モノ モ コ ヨウ カイハツヒ ショウ カネ モヨウ エキショウ レイ インキョク カン セイゾウ ハンバイ ハンロ モ ドウシャ トウジ ジギョウ ブチョウ モト トリシマリヤク ハヤシ ヨシ シ ジシャ テ オ キョウドウ カイハツ アイテ ダイリテン ネン テン シュッテン トウロク ネン トウロク ノ キ キョウドウ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所ではUV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度発光体と信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。 ヨウイ カク コ タカ マン ショウシャ ハッコウ カクニン シン ヨウ ヨシ ゴジツ サイド シラ ハッコウ ヨウ サイク モヨウ

		'05/9		〇ラレはＤ社と高輝度発光体の工業化に向けてJDA締結 コウキド コウギョウカ ム テイケツ

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。Ｙ氏から聞いた話を基にZnS系のIr等希土類元素を添加し爆破法によって作成する旨記載した。いくら追試しても再現性がないことから、後日これは全くの出鱈目であることが判明した。 コウヒョウ マエ ベイコク トッキョ シュツガン ケン ネン トッキョ キ ハナシ モト ケイ トウ キドルイ ゲンソ テンカ バクハ ホウ サクセイ ムネ キサイ ゴジツ マッタ デタラメ ハンメイ

		'05/10		〇ラレはFPD展に先立ち新聞各社を集めて記者会見を開き、超高輝度発光体 の開発にＤ社と共同で着手する旨を大々的に発表。 テン サキダ シンブン カクシャ アツ キシャ カイケン ヒラ チョウ コウキド カイハツ キョウドウ チャクシュ ムネ ダイダイテキ ハッピョウ

				発表により株価は800円台から1000円台に跳ね上がり、その後株主の注目を集めることとなる。（高いときは1300～1400円台まで上がった） ハッピョウ カブカ エンダイ エンダイ ハ ア ゴ カブヌシ チュウモク アツ タカ エンダイ ア

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。 ヨコハマ カイサイ テン キョウドウ シュッテン チョウ コウキド アオイロ テンジ ニチ ア スウジュウマンニン ホウモンシャ コウカイ

				山形大・城戸淳二教授、明治大・三浦明教授、有機EL材料メーカーの出光興産等々が展示品を見学。城戸教授は、これはLEDではないかと云っていた。 ヤマガタダイ キド ジュンジ キョウジュ メイジダイ ミウラ アキラ キョウジュ ユウキ ザイリョウ イデミツ コウサン トウトウ テンジ ヒン ケンガク キド キョウジュ イ

		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 オオサカ ホンシャ カイハツシャ ヨ コンゴ カイハツ ホウシン ハナ ア カイギ トウナン コウザン チョウサ ヒツヨウ フ ヨウ カネ コウジツ オオタ ク カマ デンキロ ジョウチャク キ トウ イ ハッコウ シサクヒン セイサク キョテン ヤチン シサク ヒヨウ スイテイ ヤク マン ツキ ゴウベン フタン トウショ メイ ウンエイ カンケイシャ イクド ア アシ ハコ モヨウ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた発光体材料のZnSは確認されず。 ケン テンジ カイ ゴ テンジ ヒン ブンカイ ブンセキ トウ ザイリョウ ゲンシ カクニン シ イ ザイリョウ カクニン

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumireds社のLEDの模倣品と判明した。 ムキ ケンビキョウ シャシン オオテ シャ モホウヒン ハンメイ

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長Ｍ、社長亜久井を始め担当役員Ｋも基本的に事情を知る立場にあり、世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 ホンケン ジジョウ シ モノ シンジギョウ カイハツ ケン キュウ ショチョウ ホンシャ カイハツ シュカン ケン カイハツ チョウ ドウ ケンキュウイン ニメイ ケン カイハツ ブチョウ ジョウム ジギョウ ブチョウ スウメイ トウジ カイチョウ シャチョウ ハジ タントウ ヤクイン キホンテキ ジジョウ シ タチバ セケン アザム ツヅ シャカイ テキ セキニン マヌガ

		'05/11～		その後、Ｙ氏に海外調査や原料調達目的で数回に渡って毎月\1000万余の委託費以外に約1000万円ずつを提供し、サンプル作りを依頼するも台湾、タイへ渡航が頻繁に続き、現地で原料入手するだのごねられ、いつも空振りに終わる。 ゴ カイガイ チョウサ ゲンリョウ チョウタツ モクテキ スウカイ ワタ マイツキ マン ヨ イタク ヒ イガイ ヤク マン エン テイキョウ ツク イライ タイワン トコウ ヒンパン ツヅ ゲンチ ゲンリョウ ニュウシュ カラブ オ

				それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、Ｌ社開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。 シ イ ジョウホウ モト カイハツ ブタイ ザイリョウ カイハツ ココロ ケイ イッコウ テンジ ヒン キュウ サイゲン ト

		'06/4/1		Ｌ社・Ｄ社の折半出資の合弁でKCルミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費はＬ社人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、Ｌ社設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。 セッパン シュッシ セツリツ カブヌシ タイサク カイハツ ジュウテン トウニュウ シホンキン オクエン ケイヒ ジンイン スウメイ オヨ メイ カイハツシャ マン トウニュウ

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率をＬ社90％に見直し、Ｌ社ﾙﾐﾅｽに名称変更。 カ キチ ショウヒン サギ ア ザイム ジョウタイ キキテキ ドウ ゴウベン シュッシ ヒリツ ミナオ メイショウ ヘンコウ

				当時の亜久井社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の串田専務を社長、所管本部長吉川氏を副社長（本体取締役退任）、理事塩藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 トウジ カメイ フシマツ セキニン ト コウヒョウ ジ クシダ センム シャチョウ ショカン ホンブチョウ ヨシカワ シ フクシャチョウ ホンタイ トリシマリヤク タイニン リジ シオ フジ シ ジョウム タイセイ セケン メ クラ コンタン ミ ミ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。 タイセイ ネン シュウエン シャチョウ フクシャチョウ ジテン タイニン ジョウム シャチョウ シュウニン

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、Ｌ社のみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時のＬ社社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。 ベツ ショウシャ シ トウジ



		'10/2/1		Ｌﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には発光体 開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員Ｎ直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 シャ カイサン ホンシャ ナイ ジギョウ スイシンシツ モウ トウジ ジョウム シッコウ ヤクイン チョッカツ ナイヨウ マッタ ジッセキ デ ミ カツドウ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社。 ゼン シャチョウ サトウシ タイシャ トウショ セキニンシャ ゼンイン タイシャ

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ブショ ケンキュウ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ イマ ガイケン ジョウ カイハツ ケイゾク ヨソオ ヨウ タイガイテキ マク ヒ カブヌシ タイサク ヒツヨウ オモ

		'13/3/-		同社会長亜久井が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで同社の研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ドウシャ カイチョウ ガツマツ ソウダンヤク タイニン ハッピョウ セイケイ カコウ ケンキュウショ トウゴウ ソシキ ヘンコウ コウヒョウ ドウシャ ケンキュウ カイハツ ソシキメイ ムキ メイショウ カンゼン ショウメツ カブヌシ タイサク タメ ギソウ コウサク シュウリョウ マサ カイチョウ タイニン ソウゾウ

		総　括 ソウ カツ		　2005年10月に端を発した“超高輝度発光体”事件は、17年を経過した今も世間に全く事情説明もなしにほう冠りし、株主損害賠償訴訟を恐れて幕引きしない体質は決して許されるものではない。その間に、推定30億円余の開発費を投入するも、所詮実体のない紛い物、開発の進展は皆無であった。今は、ウエブで“発光体” を検索してもＬ社の名前はヒットせず、DNP等他社が開発に成功する中で、7年間も何をやらせていたのか、全く持って不可解さは拭い切れない。Ｌ社がＹ氏の処方で発光体の再現を試みても殆ど光らなかった。要は詐欺に引っ掛ったのである。だからそう云う意味ではＬ社も被害者であるかもしれない。それでも、株価の上昇原因を自らの不作為で招いたＬ社の責任は免れるものではなく(虚偽の情報を公表して株価操作したことによる金融商品取引法違反は７年で公訴時効であるが、信義則にもとる行為と株主は見るであろう)、本文書は、それを糾弾するものである。Ｌ社は、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの観点から、高輝度発光体の顛末を世間に対して説明する社会的責任を負うものと考える。何故ならば、現在の株価は当時の数100円の底上げをベースに推移した結果だからである。然もなくは、現在の価格は少なくとも200-300円は低いものと推測される(＠￥200の上昇とすれば発行株価総額1000億円以上の底上げに相当)。詰まり、17年前の下駄を履かせた状態が続いているのである。それを考えると、本文書が公表されれば信用失墜による株価の暴落など今でも株主損害賠償の火種は消えていないのである。本文書が公表されることによって株価が暴落すると、株主は初めて損害を被るのであるから、事実関係が明らかになってから5年以内は損害賠償が提訴される虞は十分に想定される。本文書は、世間にその事情を知らせ、Ｌ社に世間を欺くことの罪深さを自覚させ、社会的責任を果たさせる機会を与えることを目的とするものである。また、当時の事情を知る社員がすべて辞職した後でも、元相談役亜久井、元会長(当時取締役、既に他界)Ｉはその間も職位に留まり一切自ら辞任することのない図々しさは決して許されない。三人の役員を辞職させ、自ら辞職しなかったことは人間性を疑う。本件の世間への告知と共に、当時の責任者らはせめて、世間に対して謝罪をすべきである。 ネン ガツ タン ハッ チョウ コウキド ジケン ネン ケイカ イマ セケン マッタ ジジョウ セツメイ カブヌシ ソンガイ バイショウ ソショウ オソ マク ヒ タイシツ ケッ ユル カン スイテイ オク エン アマ カイハツヒ トウニュウ ショセン ジッタイ マガ モノ カイハツ シンテン カイム イマ ケンサク ナマエ トウ タシャ カイハツ セイコウ ナカ ネンカン ナニ マッタ モ フカカイ ヌグ キ ショホウ ハッコウ タイ ココロ ホトン ヒカ ヨウ サギ ヒ カカ イ イミ ヒガイシャ カブカ ジョウショウ ゲンイン ミズカ フサクイ セキニン マヌガ キョギ ジョウホウ コウヒョウ カブカ ソウサ キンユウ ショウヒン トリヒキホウ イハン ネン コウソ ジコウ シンギソク コウイ カブヌシ ミ ブンショ キュウダン カンテン コウキド テンマツ セケン タイ シャカイテキ ナゼ トウジ スウ エン ソコア スイイ ケッカ サ スク エン ヒク スイソク ジョウショウ ハッコウ カブ カ ソウガク ソコア ソウトウ ツ ネンマエ ゲタ ハ ジョウタイ ツヅ カンガ コウヒョウ シンヨウ シッツイ カブカ ボウラク イマ カブヌシ ソンガイ バイショウ ヒダネ キ コウヒョウ カブカ ボウラク カブヌシ ハジ ソンガイ コウム ジジツ カンケイ アキ ネン イナイ ソンガイ バイショウ テイソ オソレ ジュウブン ソウテイ セケン ジジョウ シ セケン アザム ジカク キカイ アタ モクテキ トウジ ジジョウ シ シャイン アト モト モト カイチョウ トウジ トリシマリヤク スデ タカイ カン ショクイ トド イッサイ ミズカ ジニン ズウズウ ケッ ユル サンニン ジショク ミズカ ジショク ニンゲン セイ ウタガ ホンケン セケン コクチ トモ セケン タイ シャザイ
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		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　経　　　　　　　　　　緯 ケイ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。

				Ｄ社が、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた同氏曰く「無機ELサンプル」。　　Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。Ｄ社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年も独自でFPD展に出展登録しており、05年も単独で登録していた所、〇ラレの希望で共同出展とした。 ドウシ イワ ムキ ドクジ タンドク トコロ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所では当初UV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度無機ＥＬと信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。

		'05/9		〇ラレ・Ｄ社の共同開発契約（ＪＤＡ）に調印 シャ キョウドウ カイハツ ケイヤク チョウイン

		'05/10		FPD展に先立ち、記者会見を開き、試作品と共に大々的にＤ社と〇ラレの共同開発を発表

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。

				発表により株価は900円台から数ヶ月で1400円台に跳ね上がり、以降株主の注目を集めることとなる。 スウカゲツ イコウ

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。



		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者Ｙ氏を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 ウジ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた無機ＥＬ材料のZnSは確認されず。 ムキ

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumileds社のLEDの模倣品と判明した。

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長、社長を始め担当役員専務も基本的に事情を知る立場にあり、以降、隠蔽工作に終始し世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 センム イコウ インペイ コウサク シュウシ

		'05/11～		それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、〇ラレ開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。



		'06/4/1		〇ラレ・Ｄ社の折半出資の合弁でKC〇ミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費は〇ラレ人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、〇ラレ設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率を〇ラレ90％に見直し、〇ラレルミナスに名称変更。

				当時の〇ラレ社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の〇ラレ専務を社長、所管本部長吉村氏を副社長（本体取締役退任）、理事佐藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 ヨシムラ シ サトウ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、〇ラレルミナス社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、〇ラレのみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時の〇ラレ社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。

		'10/2/1		〇ラレﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には無機ＥＬ開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員蜷川氏直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 ムキ ニナガワ シ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。

		'13/3/-		〇ラレ会長和久井氏が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで〇ラレの研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ワクイ シ





Sheet3

		'05.10.12～13		超高輝度無機ＥＬ開発の記者会見、年内のサンプル出荷等公表の新聞報道により、株価が暴騰し、ストップ高で取引停止  チョウコウキド ムキ カイハツ ネンナイ シュッカ トウ コウヒョウ

		'05.10.19～21		ＦＰＤ展示会にて超高輝度無機ＥＬ試料を展示、連日数万～１０数万人が来場、大反響を呼ぶ テンジカイ チョウ コウキド ムキ シリョウ テンジ レンジツ スウマン スウ マン ニン ライジョウ ダイハンキョウ ヨ

		'05.11.初旬 ショジュン		〇ラレ社内でサンプルを精査したところ、ＧａＡｓ等のＬＥＤ材料であることが判明したが、極一部の関係者内の極秘事項として隠蔽 シャナイ セイサ トウ ザイリョウ ハンメイ ゴク イチブ カンケイシャ ナイ ゴクヒ ジコウ インペイ

		'06.4.01～		茶谷産業と〇ラレ折半出資で合弁会社を設立し、開発の促進のためと虚って対外的な隠蔽工作を開始 チャタニ サンギョウ セッパン シュッシ ゴウベン カイ シャ セツリツ カイハツ キョ タイガイテキ インペイ コウサク カイシ

		'07.4.01		茶谷産業のカト吉による詐欺行為で財務状態悪化により合弁の出資比率を〇ラレ90％にし、名称も〇ラレルミナス（Ｌ社)に変更 チャタニ サンギョウ ヨシ サギ コウイ ザイム ジョウタイ アッカ ゴウベン シュッシ ヒリツ メイショウ シャ ヘンコウ

				〇ラレ社内の人事異動で専務、役員をＬ社の社長、副社長にする引責体制にする シャナイ ジンジ イドウ センム ヤクイン シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ タイセイ

		'08.3.31		Ｌ社の社長、副社長を引責辞任させて退職させ、佐藤常務を社長にする人事異動を発表 シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ ジニン タイショク サトウ ジョウム シャチョウ ジンジ イドウ ハッピョウ

		'08.4.01～		茶谷産業は撤退し、〇ラレのみで隠蔽工作を継続 チャタニ サンギョウ テッタイ インペイ コウサク ケイゾク

		'10.2.01～		〇ラレルミナスは解散し、本体にルミナス事業推進室を設け、開発継続を見せかけ隠蔽工作を継続 カイサン ホンタイ ジギョウ スイシン シツ モウ カイハツ ケイゾク ミ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.4.01～		ルミナス事業推進室を廃止し、その後継に”無機材料・デバイス研究開発Ｇ”を設け、対外的に隠蔽工作を継続 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ タイガイテキ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.10.12		風説の流布の違法(被疑)行為に対する公訴時効７年が成立 フウセツ ルフ イホウ コウイ タイ コウソ ジコウ ネン セイリツ



		'13.3.～		〇ラレ会長の退任、相談役就任を発表　その時期に組織名から”無機材料”の名称を削除し、対外的な関連活動の幕引きを装う　 カイチョウ タイニン ソウダンヤク シュウニン ハッピョウ ジキ ソシキメイ ムキ ザイリョウ メイショウ サクジョ タイガイテキ カンレン カツドウ マク ヒ ヨソオ

		～'23.9.30		違法行為の時効は成立したとしても、世間を欺いて結果的に株価に反映させた行為は、底上げされた株価がそのまま時価総額(推定￥700億～\1000億)に反映されている以上、信義則にもとる行為であり、事実関係を隠蔽し続けている姿勢は一流企業として相応しくない イホウコウイ ジコウ セイリツ ソコア カブカ ジカ ソウガク スイテイ オク オク ハンエイ イジョウ シセイ

		～’26.7		2026年創立100周年の前に事実を公表し、世間の禊を受けるべきである ネン ソウリツ シュウネン マエ ジジツ コウヒョウ セケン ミソギ ウ






Sheet1

		　　　〇ラレ“超高輝度発光体事件”の顛末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チョウ コウキド ハッコウタイ ジケン テンマツ

		　2005年10月、三大誌、日経を含む新聞各社の紙面の一面を飾った「〇ラレ、超高輝度発光体の開発に着手」「ノーベル賞級の大発明！」などと報じられたあの発光体は一体何だったのか。１０年余を経た現在も尚、株主、同社ＯＢがいまだに首を傾げる発光体事件の実態を告発によって暴きその顛末を明らかにする。以下、時系列で事件の経緯を追う。 ドウ

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　　　緯 ヘ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。 チャタニ イカ チュウカイシャ ショウカイ コウ キド モ コ

				Ｄ社によれば、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた由。Ｙ氏は日本に住民登録せずタイに居住、タイ人の内妻がいるとか。昭和22年生まれ、宮城県仙台市出身、東北工大卒、Ｙ電子を自営、タイや台湾で詐欺行為に明け暮れる。Ｄ社へは'02年頃Ｄ社の当時の社員の紹介で、発光体開発品と称して紛い物を持ち込む。要は開発費と称して金をせびっていた模様。Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。同社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役・林義定氏）)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年もFPD展に出展登録しており、05年も登録して〇ラレが乗り気なので共同出展を希望していた。 カイハツシャ イカ シ シキン エンジョ ツク ヨシ ニホン ジュウミン トウロク キョジュウ ジン ナイ ツマ ショウワ ネン ウ ミヤギケン センダイシ シュッシン トウホク コウダイ ソツ ジエイ タイワン サギ コウイ ア ク トウジ シャイン ショウカイ カイハツ ヒン ショウ マガ モノ モ コ ヨウ カイハツヒ ショウ カネ モヨウ エキショウ レイ インキョク カン セイゾウ ハンバイ ハンロ モ ドウシャ トウジ ジギョウ ブチョウ モト トリシマリヤク ハヤシ ヨシ シ ジシャ テ オ キョウドウ カイハツ アイテ ダイリテン ネン テン シュッテン トウロク ネン トウロク ノ キ キョウドウ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所ではUV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度発光体と信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。 ヨウイ カク コ タカ マン ショウシャ ハッコウ カクニン シン ヨウ ヨシ ゴジツ サイド シラ ハッコウ ヨウ サイク モヨウ

		'05/9		〇ラレはＤ社と高輝度発光体の工業化に向けてJDA締結 コウキド コウギョウカ ム テイケツ

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。Ｙ氏から聞いた話を基にZnS系のIr等希土類元素を添加し爆破法によって作成する旨記載した。いくら追試しても再現性がないことから、後日これは全くの出鱈目であることが判明した。 コウヒョウ マエ ベイコク トッキョ シュツガン ケン ネン トッキョ キ ハナシ モト ケイ トウ キドルイ ゲンソ テンカ バクハ ホウ サクセイ ムネ キサイ ゴジツ マッタ デタラメ ハンメイ

		'05/10		〇ラレはFPD展に先立ち新聞各社を集めて記者会見を開き、超高輝度発光体 の開発にＤ社と共同で着手する旨を大々的に発表。 テン サキダ シンブン カクシャ アツ キシャ カイケン ヒラ チョウ コウキド カイハツ キョウドウ チャクシュ ムネ ダイダイテキ ハッピョウ

				発表により株価は800円台から1000円台に跳ね上がり、その後株主の注目を集めることとなる。（高いときは1300～1400円台まで上がった） ハッピョウ カブカ エンダイ エンダイ ハ ア ゴ カブヌシ チュウモク アツ タカ エンダイ ア

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。 ヨコハマ カイサイ テン キョウドウ シュッテン チョウ コウキド アオイロ テンジ ニチ ア スウジュウマンニン ホウモンシャ コウカイ

				山形大・城戸淳二教授、明治大・三浦明教授、有機EL材料メーカーの出光興産等々が展示品を見学。城戸教授は、これはLEDではないかと云っていた。 ヤマガタダイ キド ジュンジ キョウジュ メイジダイ ミウラ アキラ キョウジュ ユウキ ザイリョウ イデミツ コウサン トウトウ テンジ ヒン ケンガク キド キョウジュ イ

		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 オオサカ ホンシャ カイハツシャ ヨ コンゴ カイハツ ホウシン ハナ ア カイギ トウナン コウザン チョウサ ヒツヨウ フ ヨウ カネ コウジツ オオタ ク カマ デンキロ ジョウチャク キ トウ イ ハッコウ シサクヒン セイサク キョテン ヤチン シサク ヒヨウ スイテイ ヤク マン ツキ ゴウベン フタン トウショ メイ ウンエイ カンケイシャ イクド ア アシ ハコ モヨウ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた発光体材料のZnSは確認されず。 ケン テンジ カイ ゴ テンジ ヒン ブンカイ ブンセキ トウ ザイリョウ ゲンシ カクニン シ イ ザイリョウ カクニン

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumireds社のLEDの模倣品と判明した。 ムキ ケンビキョウ シャシン オオテ シャ モホウヒン ハンメイ

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長Ｍ、社長亜久井を始め担当役員Ｋも基本的に事情を知る立場にあり、世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 ホンケン ジジョウ シ モノ シンジギョウ カイハツ ケン キュウ ショチョウ ホンシャ カイハツ シュカン ケン カイハツ チョウ ドウ ケンキュウイン ニメイ ケン カイハツ ブチョウ ジョウム ジギョウ ブチョウ スウメイ トウジ カイチョウ シャチョウ ハジ タントウ ヤクイン キホンテキ ジジョウ シ タチバ セケン アザム ツヅ シャカイ テキ セキニン マヌガ

		'05/11～		その後、Ｙ氏に海外調査や原料調達目的で数回に渡って毎月\1000万余の委託費以外に約1000万円ずつを提供し、サンプル作りを依頼するも台湾、タイへ渡航が頻繁に続き、現地で原料入手するだのごねられ、いつも空振りに終わる。 ゴ カイガイ チョウサ ゲンリョウ チョウタツ モクテキ スウカイ ワタ マイツキ マン ヨ イタク ヒ イガイ ヤク マン エン テイキョウ ツク イライ タイワン トコウ ヒンパン ツヅ ゲンチ ゲンリョウ ニュウシュ カラブ オ

				それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、Ｌ社開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。 シ イ ジョウホウ モト カイハツ ブタイ ザイリョウ カイハツ ココロ ケイ イッコウ テンジ ヒン キュウ サイゲン ト

		'06/4/1		Ｌ社・Ｄ社の折半出資の合弁でKCルミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費はＬ社人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、Ｌ社設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。 セッパン シュッシ セツリツ カブヌシ タイサク カイハツ ジュウテン トウニュウ シホンキン オクエン ケイヒ ジンイン スウメイ オヨ メイ カイハツシャ マン トウニュウ

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率をＬ社90％に見直し、Ｌ社ﾙﾐﾅｽに名称変更。 カ キチ ショウヒン サギ ア ザイム ジョウタイ キキテキ ドウ ゴウベン シュッシ ヒリツ ミナオ メイショウ ヘンコウ

				当時の亜久井社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の串田専務を社長、所管本部長吉川氏を副社長（本体取締役退任）、理事塩藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 トウジ カメイ フシマツ セキニン ト コウヒョウ ジ クシダ センム シャチョウ ショカン ホンブチョウ ヨシカワ シ フクシャチョウ ホンタイ トリシマリヤク タイニン リジ シオ フジ シ ジョウム タイセイ セケン メ クラ コンタン ミ ミ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。 タイセイ ネン シュウエン シャチョウ フクシャチョウ ジテン タイニン ジョウム シャチョウ シュウニン

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、Ｌ社のみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時のＬ社社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。 ベツ ショウシャ シ トウジ



		'10/2/1		Ｌﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には発光体 開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員Ｎ直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 シャ カイサン ホンシャ ナイ ジギョウ スイシンシツ モウ トウジ ジョウム シッコウ ヤクイン チョッカツ ナイヨウ マッタ ジッセキ デ ミ カツドウ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社。 ゼン シャチョウ サトウシ タイシャ トウショ セキニンシャ ゼンイン タイシャ

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ブショ ケンキュウ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ イマ ガイケン ジョウ カイハツ ケイゾク ヨソオ ヨウ タイガイテキ マク ヒ カブヌシ タイサク ヒツヨウ オモ

		'13/3/-		同社会長亜久井が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで同社の研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ドウシャ カイチョウ ガツマツ ソウダンヤク タイニン ハッピョウ セイケイ カコウ ケンキュウショ トウゴウ ソシキ ヘンコウ コウヒョウ ドウシャ ケンキュウ カイハツ ソシキメイ ムキ メイショウ カンゼン ショウメツ カブヌシ タイサク タメ ギソウ コウサク シュウリョウ マサ カイチョウ タイニン ソウゾウ

		総　括 ソウ カツ		　2005年10月に端を発した“超高輝度発光体”事件は、17年を経過した今も世間に全く事情説明もなしにほう冠りし、株主損害賠償訴訟を恐れて幕引きしない体質は決して許されるものではない。その間に、推定30億円余の開発費を投入するも、所詮実体のない紛い物、開発の進展は皆無であった。今は、ウエブで“発光体” を検索してもＬ社の名前はヒットせず、DNP等他社が開発に成功する中で、7年間も何をやらせていたのか、全く持って不可解さは拭い切れない。Ｌ社がＹ氏の処方で発光体の再現を試みても殆ど光らなかった。要は詐欺に引っ掛ったのである。だからそう云う意味ではＬ社も被害者であるかもしれない。それでも、株価の上昇原因を自らの不作為で招いたＬ社の責任は免れるものではなく(虚偽の情報を公表して株価操作したことによる金融商品取引法違反は７年で公訴時効であるが、信義則にもとる行為と株主は見るであろう)、本文書は、それを糾弾するものである。Ｌ社は、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの観点から、高輝度発光体の顛末を世間に対して説明する社会的責任を負うものと考える。何故ならば、現在の株価は当時の数100円の底上げをベースに推移した結果だからである。然もなくは、現在の価格は少なくとも200-300円は低いものと推測される(＠￥200の上昇とすれば発行株価総額1000億円以上の底上げに相当)。詰まり、17年前の下駄を履かせた状態が続いているのである。それを考えると、本文書が公表されれば信用失墜による株価の暴落など今でも株主損害賠償の火種は消えていないのである。本文書が公表されることによって株価が暴落すると、株主は初めて損害を被るのであるから、事実関係が明らかになってから5年以内は損害賠償が提訴される虞は十分に想定される。本文書は、世間にその事情を知らせ、Ｌ社に世間を欺くことの罪深さを自覚させ、社会的責任を果たさせる機会を与えることを目的とするものである。また、当時の事情を知る社員がすべて辞職した後でも、元相談役亜久井、元会長(当時取締役、既に他界)Ｉはその間も職位に留まり一切自ら辞任することのない図々しさは決して許されない。三人の役員を辞職させ、自ら辞職しなかったことは人間性を疑う。本件の世間への告知と共に、当時の責任者らはせめて、世間に対して謝罪をすべきである。 ネン ガツ タン ハッ チョウ コウキド ジケン ネン ケイカ イマ セケン マッタ ジジョウ セツメイ カブヌシ ソンガイ バイショウ ソショウ オソ マク ヒ タイシツ ケッ ユル カン スイテイ オク エン アマ カイハツヒ トウニュウ ショセン ジッタイ マガ モノ カイハツ シンテン カイム イマ ケンサク ナマエ トウ タシャ カイハツ セイコウ ナカ ネンカン ナニ マッタ モ フカカイ ヌグ キ ショホウ ハッコウ タイ ココロ ホトン ヒカ ヨウ サギ ヒ カカ イ イミ ヒガイシャ カブカ ジョウショウ ゲンイン ミズカ フサクイ セキニン マヌガ キョギ ジョウホウ コウヒョウ カブカ ソウサ キンユウ ショウヒン トリヒキホウ イハン ネン コウソ ジコウ シンギソク コウイ カブヌシ ミ ブンショ キュウダン カンテン コウキド テンマツ セケン タイ シャカイテキ ナゼ トウジ スウ エン ソコア スイイ ケッカ サ スク エン ヒク スイソク ジョウショウ ハッコウ カブ カ ソウガク ソコア ソウトウ ツ ネンマエ ゲタ ハ ジョウタイ ツヅ カンガ コウヒョウ シンヨウ シッツイ カブカ ボウラク イマ カブヌシ ソンガイ バイショウ ヒダネ キ コウヒョウ カブカ ボウラク カブヌシ ハジ ソンガイ コウム ジジツ カンケイ アキ ネン イナイ ソンガイ バイショウ テイソ オソレ ジュウブン ソウテイ セケン ジジョウ シ セケン アザム ジカク キカイ アタ モクテキ トウジ ジジョウ シ シャイン アト モト モト カイチョウ トウジ トリシマリヤク スデ タカイ カン ショクイ トド イッサイ ミズカ ジニン ズウズウ ケッ ユル サンニン ジショク ミズカ ジショク ニンゲン セイ ウタガ ホンケン セケン コクチ トモ セケン タイ シャザイ
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		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　経　　　　　　　　　　緯 ケイ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。

				Ｄ社が、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた同氏曰く「無機ELサンプル」。　　Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。Ｄ社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年も独自でFPD展に出展登録しており、05年も単独で登録していた所、〇ラレの希望で共同出展とした。 ドウシ イワ ムキ ドクジ タンドク トコロ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所では当初UV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度無機ＥＬと信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。

		'05/9		〇ラレ・Ｄ社の共同開発契約（ＪＤＡ）に調印 シャ キョウドウ カイハツ ケイヤク チョウイン

		'05/10		FPD展に先立ち、記者会見を開き、試作品と共に大々的にＤ社と〇ラレの共同開発を発表

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。

				発表により株価は900円台から数ヶ月で1400円台に跳ね上がり、以降株主の注目を集めることとなる。 スウカゲツ イコウ

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。



		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者Ｙ氏を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 ウジ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた無機ＥＬ材料のZnSは確認されず。 ムキ

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumileds社のLEDの模倣品と判明した。

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長、社長を始め担当役員専務も基本的に事情を知る立場にあり、以降、隠蔽工作に終始し世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 センム イコウ インペイ コウサク シュウシ

		'05/11～		それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、〇ラレ開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。



		'06/4/1		〇ラレ・Ｄ社の折半出資の合弁でKC〇ミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費は〇ラレ人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、〇ラレ設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率を〇ラレ90％に見直し、〇ラレルミナスに名称変更。

				当時の〇ラレ社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の〇ラレ専務を社長、所管本部長吉村氏を副社長（本体取締役退任）、理事佐藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 ヨシムラ シ サトウ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、〇ラレルミナス社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、〇ラレのみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時の〇ラレ社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。

		'10/2/1		〇ラレﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には無機ＥＬ開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員蜷川氏直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 ムキ ニナガワ シ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。

		'13/3/-		〇ラレ会長和久井氏が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで〇ラレの研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ワクイ シ





Sheet3

		'05.10.12～13		超高輝度無機ＥＬ開発の記者会見、年内のサンプル出荷等公表の新聞報道により、株価が暴騰し、ストップ高で取引停止  チョウコウキド ムキ カイハツ ネンナイ シュッカ トウ コウヒョウ

		'05.10.19～21		ＦＰＤ展示会にて超高輝度無機ＥＬ試料を展示、連日数万～１０数万人が来場、大反響を呼ぶ テンジカイ チョウ コウキド ムキ シリョウ テンジ レンジツ スウマン スウ マン ニン ライジョウ ダイハンキョウ ヨ

		'05.11.初旬 ショジュン		〇ラレ社内でサンプルを精査したところ、ＧａＡｓ等のＬＥＤ材料であることが判明したが、極一部の関係者内の極秘事項として隠蔽 シャナイ セイサ トウ ザイリョウ ハンメイ ゴク イチブ カンケイシャ ナイ ゴクヒ ジコウ インペイ

		'06.4.01～		茶谷産業と〇ラレ折半出資で合弁会社を設立し、開発の促進のためと虚って対外的な隠蔽工作を開始 チャタニ サンギョウ セッパン シュッシ ゴウベン カイ シャ セツリツ カイハツ キョ タイガイテキ インペイ コウサク カイシ

		'07.4.01		茶谷産業のカト吉による詐欺行為で財務状態悪化により合弁の出資比率を〇ラレ90％にし、名称も〇ラレルミナス（Ｌ社)に変更 チャタニ サンギョウ ヨシ サギ コウイ ザイム ジョウタイ アッカ ゴウベン シュッシ ヒリツ メイショウ シャ ヘンコウ

				〇ラレ社内の人事異動で専務、役員をＬ社の社長、副社長にする引責体制にする シャナイ ジンジ イドウ センム ヤクイン シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ タイセイ

		'08.3.31		Ｌ社の社長、副社長を引責辞任させて退職させ、佐藤常務を社長にする人事異動を発表 シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ ジニン タイショク サトウ ジョウム シャチョウ ジンジ イドウ ハッピョウ

		'08.4.01～		茶谷産業は撤退し、〇ラレのみで隠蔽工作を継続 チャタニ サンギョウ テッタイ インペイ コウサク ケイゾク

		'10.2.01～		〇ラレルミナスは解散し、本体にルミナス事業推進室を設け、開発継続を見せかけ隠蔽工作を継続 カイサン ホンタイ ジギョウ スイシン シツ モウ カイハツ ケイゾク ミ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.4.01～		ルミナス事業推進室を廃止し、その後継に”無機材料・デバイス研究開発Ｇ”を設け、対外的に隠蔽工作を継続 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ タイガイテキ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.10.12		風説の流布の違法(被疑)行為に対する公訴時効７年が成立 フウセツ ルフ イホウ コウイ タイ コウソ ジコウ ネン セイリツ



		'13.3.～		〇ラレ会長の退任、相談役就任を発表　その時期に組織名から”無機材料”の名称を削除し、対外的な関連活動の幕引きを装う　 カイチョウ タイニン ソウダンヤク シュウニン ハッピョウ ジキ ソシキメイ ムキ ザイリョウ メイショウ サクジョ タイガイテキ カンレン カツドウ マク ヒ ヨソオ

		～'23.9.30		違法行為の時効は成立したとしても、世間を欺いて結果的に株価に反映させた行為は、底上げされた株価がそのまま時価総額(推定￥700億～\1000億)に反映されている以上、信義則にもとる行為であり、事実関係を隠蔽し続けている姿勢は一流企業として相応しくない イホウコウイ ジコウ セイリツ ソコア カブカ ジカ ソウガク スイテイ オク オク ハンエイ イジョウ シセイ

		～’26.7		2026年創立100周年の前に事実を公表し、世間の禊を受けるべきである ネン ソウリツ シュウネン マエ ジジツ コウヒョウ セケン ミソギ ウ






Sheet1

		　　　〇ラレ“超高輝度発光体事件”の顛末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チョウ コウキド ハッコウタイ ジケン テンマツ

		　2005年10月、三大誌、日経を含む新聞各社の紙面の一面を飾った「〇ラレ、超高輝度発光体の開発に着手」「ノーベル賞級の大発明！」などと報じられたあの発光体は一体何だったのか。１０年余を経た現在も尚、株主、同社ＯＢがいまだに首を傾げる発光体事件の実態を告発によって暴きその顛末を明らかにする。以下、時系列で事件の経緯を追う。 ドウ

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　　　緯 ヘ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。 チャタニ イカ チュウカイシャ ショウカイ コウ キド モ コ

				Ｄ社によれば、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた由。Ｙ氏は日本に住民登録せずタイに居住、タイ人の内妻がいるとか。昭和22年生まれ、宮城県仙台市出身、東北工大卒、Ｙ電子を自営、タイや台湾で詐欺行為に明け暮れる。Ｄ社へは'02年頃Ｄ社の当時の社員の紹介で、発光体開発品と称して紛い物を持ち込む。要は開発費と称して金をせびっていた模様。Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。同社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役・林義定氏）)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年もFPD展に出展登録しており、05年も登録して〇ラレが乗り気なので共同出展を希望していた。 カイハツシャ イカ シ シキン エンジョ ツク ヨシ ニホン ジュウミン トウロク キョジュウ ジン ナイ ツマ ショウワ ネン ウ ミヤギケン センダイシ シュッシン トウホク コウダイ ソツ ジエイ タイワン サギ コウイ ア ク トウジ シャイン ショウカイ カイハツ ヒン ショウ マガ モノ モ コ ヨウ カイハツヒ ショウ カネ モヨウ エキショウ レイ インキョク カン セイゾウ ハンバイ ハンロ モ ドウシャ トウジ ジギョウ ブチョウ モト トリシマリヤク ハヤシ ヨシ シ ジシャ テ オ キョウドウ カイハツ アイテ ダイリテン ネン テン シュッテン トウロク ネン トウロク ノ キ キョウドウ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所ではUV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度発光体と信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。 ヨウイ カク コ タカ マン ショウシャ ハッコウ カクニン シン ヨウ ヨシ ゴジツ サイド シラ ハッコウ ヨウ サイク モヨウ

		'05/9		〇ラレはＤ社と高輝度発光体の工業化に向けてJDA締結 コウキド コウギョウカ ム テイケツ

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。Ｙ氏から聞いた話を基にZnS系のIr等希土類元素を添加し爆破法によって作成する旨記載した。いくら追試しても再現性がないことから、後日これは全くの出鱈目であることが判明した。 コウヒョウ マエ ベイコク トッキョ シュツガン ケン ネン トッキョ キ ハナシ モト ケイ トウ キドルイ ゲンソ テンカ バクハ ホウ サクセイ ムネ キサイ ゴジツ マッタ デタラメ ハンメイ

		'05/10		〇ラレはFPD展に先立ち新聞各社を集めて記者会見を開き、超高輝度発光体 の開発にＤ社と共同で着手する旨を大々的に発表。 テン サキダ シンブン カクシャ アツ キシャ カイケン ヒラ チョウ コウキド カイハツ キョウドウ チャクシュ ムネ ダイダイテキ ハッピョウ

				発表により株価は800円台から1000円台に跳ね上がり、その後株主の注目を集めることとなる。（高いときは1300～1400円台まで上がった） ハッピョウ カブカ エンダイ エンダイ ハ ア ゴ カブヌシ チュウモク アツ タカ エンダイ ア

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。 ヨコハマ カイサイ テン キョウドウ シュッテン チョウ コウキド アオイロ テンジ ニチ ア スウジュウマンニン ホウモンシャ コウカイ

				山形大・城戸淳二教授、明治大・三浦明教授、有機EL材料メーカーの出光興産等々が展示品を見学。城戸教授は、これはLEDではないかと云っていた。 ヤマガタダイ キド ジュンジ キョウジュ メイジダイ ミウラ アキラ キョウジュ ユウキ ザイリョウ イデミツ コウサン トウトウ テンジ ヒン ケンガク キド キョウジュ イ

		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 オオサカ ホンシャ カイハツシャ ヨ コンゴ カイハツ ホウシン ハナ ア カイギ トウナン コウザン チョウサ ヒツヨウ フ ヨウ カネ コウジツ オオタ ク カマ デンキロ ジョウチャク キ トウ イ ハッコウ シサクヒン セイサク キョテン ヤチン シサク ヒヨウ スイテイ ヤク マン ツキ ゴウベン フタン トウショ メイ ウンエイ カンケイシャ イクド ア アシ ハコ モヨウ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた発光体材料のZnSは確認されず。 ケン テンジ カイ ゴ テンジ ヒン ブンカイ ブンセキ トウ ザイリョウ ゲンシ カクニン シ イ ザイリョウ カクニン

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumireds社のLEDの模倣品と判明した。 ムキ ケンビキョウ シャシン オオテ シャ モホウヒン ハンメイ

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長Ｍ、社長亜久井を始め担当役員Ｋも基本的に事情を知る立場にあり、世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 ホンケン ジジョウ シ モノ シンジギョウ カイハツ ケン キュウ ショチョウ ホンシャ カイハツ シュカン ケン カイハツ チョウ ドウ ケンキュウイン ニメイ ケン カイハツ ブチョウ ジョウム ジギョウ ブチョウ スウメイ トウジ カイチョウ シャチョウ ハジ タントウ ヤクイン キホンテキ ジジョウ シ タチバ セケン アザム ツヅ シャカイ テキ セキニン マヌガ

		'05/11～		その後、Ｙ氏に海外調査や原料調達目的で数回に渡って毎月\1000万余の委託費以外に約1000万円ずつを提供し、サンプル作りを依頼するも台湾、タイへ渡航が頻繁に続き、現地で原料入手するだのごねられ、いつも空振りに終わる。 ゴ カイガイ チョウサ ゲンリョウ チョウタツ モクテキ スウカイ ワタ マイツキ マン ヨ イタク ヒ イガイ ヤク マン エン テイキョウ ツク イライ タイワン トコウ ヒンパン ツヅ ゲンチ ゲンリョウ ニュウシュ カラブ オ

				それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、Ｌ社開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。 シ イ ジョウホウ モト カイハツ ブタイ ザイリョウ カイハツ ココロ ケイ イッコウ テンジ ヒン キュウ サイゲン ト

		'06/4/1		Ｌ社・Ｄ社の折半出資の合弁でKCルミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費はＬ社人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、Ｌ社設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。 セッパン シュッシ セツリツ カブヌシ タイサク カイハツ ジュウテン トウニュウ シホンキン オクエン ケイヒ ジンイン スウメイ オヨ メイ カイハツシャ マン トウニュウ

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率をＬ社90％に見直し、Ｌ社ﾙﾐﾅｽに名称変更。 カ キチ ショウヒン サギ ア ザイム ジョウタイ キキテキ ドウ ゴウベン シュッシ ヒリツ ミナオ メイショウ ヘンコウ

				当時の亜久井社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の串田専務を社長、所管本部長吉川氏を副社長（本体取締役退任）、理事塩藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 トウジ カメイ フシマツ セキニン ト コウヒョウ ジ クシダ センム シャチョウ ショカン ホンブチョウ ヨシカワ シ フクシャチョウ ホンタイ トリシマリヤク タイニン リジ シオ フジ シ ジョウム タイセイ セケン メ クラ コンタン ミ ミ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。 タイセイ ネン シュウエン シャチョウ フクシャチョウ ジテン タイニン ジョウム シャチョウ シュウニン

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、Ｌ社のみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時のＬ社社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。 ベツ ショウシャ シ トウジ



		'10/2/1		Ｌﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には発光体 開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員Ｎ直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 シャ カイサン ホンシャ ナイ ジギョウ スイシンシツ モウ トウジ ジョウム シッコウ ヤクイン チョッカツ ナイヨウ マッタ ジッセキ デ ミ カツドウ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社。 ゼン シャチョウ サトウシ タイシャ トウショ セキニンシャ ゼンイン タイシャ

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ブショ ケンキュウ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ イマ ガイケン ジョウ カイハツ ケイゾク ヨソオ ヨウ タイガイテキ マク ヒ カブヌシ タイサク ヒツヨウ オモ

		'13/3/-		同社会長亜久井が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで同社の研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ドウシャ カイチョウ ガツマツ ソウダンヤク タイニン ハッピョウ セイケイ カコウ ケンキュウショ トウゴウ ソシキ ヘンコウ コウヒョウ ドウシャ ケンキュウ カイハツ ソシキメイ ムキ メイショウ カンゼン ショウメツ カブヌシ タイサク タメ ギソウ コウサク シュウリョウ マサ カイチョウ タイニン ソウゾウ

		総　括 ソウ カツ		　2005年10月に端を発した“超高輝度発光体”事件は、17年を経過した今も世間に全く事情説明もなしにほう冠りし、株主損害賠償訴訟を恐れて幕引きしない体質は決して許されるものではない。その間に、推定30億円余の開発費を投入するも、所詮実体のない紛い物、開発の進展は皆無であった。今は、ウエブで“発光体” を検索してもＬ社の名前はヒットせず、DNP等他社が開発に成功する中で、7年間も何をやらせていたのか、全く持って不可解さは拭い切れない。Ｌ社がＹ氏の処方で発光体の再現を試みても殆ど光らなかった。要は詐欺に引っ掛ったのである。だからそう云う意味ではＬ社も被害者であるかもしれない。それでも、株価の上昇原因を自らの不作為で招いたＬ社の責任は免れるものではなく(虚偽の情報を公表して株価操作したことによる金融商品取引法違反は７年で公訴時効であるが、信義則にもとる行為と株主は見るであろう)、本文書は、それを糾弾するものである。Ｌ社は、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの観点から、高輝度発光体の顛末を世間に対して説明する社会的責任を負うものと考える。何故ならば、現在の株価は当時の数100円の底上げをベースに推移した結果だからである。然もなくは、現在の価格は少なくとも200-300円は低いものと推測される(＠￥200の上昇とすれば発行株価総額1000億円以上の底上げに相当)。詰まり、17年前の下駄を履かせた状態が続いているのである。それを考えると、本文書が公表されれば信用失墜による株価の暴落など今でも株主損害賠償の火種は消えていないのである。本文書が公表されることによって株価が暴落すると、株主は初めて損害を被るのであるから、事実関係が明らかになってから5年以内は損害賠償が提訴される虞は十分に想定される。本文書は、世間にその事情を知らせ、Ｌ社に世間を欺くことの罪深さを自覚させ、社会的責任を果たさせる機会を与えることを目的とするものである。また、当時の事情を知る社員がすべて辞職した後でも、元相談役亜久井、元会長(当時取締役、既に他界)Ｉはその間も職位に留まり一切自ら辞任することのない図々しさは決して許されない。三人の役員を辞職させ、自ら辞職しなかったことは人間性を疑う。本件の世間への告知と共に、当時の責任者らはせめて、世間に対して謝罪をすべきである。 ネン ガツ タン ハッ チョウ コウキド ジケン ネン ケイカ イマ セケン マッタ ジジョウ セツメイ カブヌシ ソンガイ バイショウ ソショウ オソ マク ヒ タイシツ ケッ ユル カン スイテイ オク エン アマ カイハツヒ トウニュウ ショセン ジッタイ マガ モノ カイハツ シンテン カイム イマ ケンサク ナマエ トウ タシャ カイハツ セイコウ ナカ ネンカン ナニ マッタ モ フカカイ ヌグ キ ショホウ ハッコウ タイ ココロ ホトン ヒカ ヨウ サギ ヒ カカ イ イミ ヒガイシャ カブカ ジョウショウ ゲンイン ミズカ フサクイ セキニン マヌガ キョギ ジョウホウ コウヒョウ カブカ ソウサ キンユウ ショウヒン トリヒキホウ イハン ネン コウソ ジコウ シンギソク コウイ カブヌシ ミ ブンショ キュウダン カンテン コウキド テンマツ セケン タイ シャカイテキ ナゼ トウジ スウ エン ソコア スイイ ケッカ サ スク エン ヒク スイソク ジョウショウ ハッコウ カブ カ ソウガク ソコア ソウトウ ツ ネンマエ ゲタ ハ ジョウタイ ツヅ カンガ コウヒョウ シンヨウ シッツイ カブカ ボウラク イマ カブヌシ ソンガイ バイショウ ヒダネ キ コウヒョウ カブカ ボウラク カブヌシ ハジ ソンガイ コウム ジジツ カンケイ アキ ネン イナイ ソンガイ バイショウ テイソ オソレ ジュウブン ソウテイ セケン ジジョウ シ セケン アザム ジカク キカイ アタ モクテキ トウジ ジジョウ シ シャイン アト モト モト カイチョウ トウジ トリシマリヤク スデ タカイ カン ショクイ トド イッサイ ミズカ ジニン ズウズウ ケッ ユル サンニン ジショク ミズカ ジショク ニンゲン セイ ウタガ ホンケン セケン コクチ トモ セケン タイ シャザイ
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Sheet2

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　経　　　　　　　　　　緯 ケイ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。

				Ｄ社が、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた同氏曰く「無機ELサンプル」。　　Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。Ｄ社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年も独自でFPD展に出展登録しており、05年も単独で登録していた所、〇ラレの希望で共同出展とした。 ドウシ イワ ムキ ドクジ タンドク トコロ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所では当初UV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度無機ＥＬと信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。

		'05/9		〇ラレ・Ｄ社の共同開発契約（ＪＤＡ）に調印 シャ キョウドウ カイハツ ケイヤク チョウイン

		'05/10		FPD展に先立ち、記者会見を開き、試作品と共に大々的にＤ社と〇ラレの共同開発を発表

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。

				発表により株価は900円台から数ヶ月で1400円台に跳ね上がり、以降株主の注目を集めることとなる。 スウカゲツ イコウ

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。



		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者Ｙ氏を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 ウジ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた無機ＥＬ材料のZnSは確認されず。 ムキ

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumileds社のLEDの模倣品と判明した。

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長、社長を始め担当役員専務も基本的に事情を知る立場にあり、以降、隠蔽工作に終始し世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 センム イコウ インペイ コウサク シュウシ

		'05/11～		それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、〇ラレ開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。



		'06/4/1		〇ラレ・Ｄ社の折半出資の合弁でKC〇ミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費は〇ラレ人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、〇ラレ設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率を〇ラレ90％に見直し、〇ラレルミナスに名称変更。

				当時の〇ラレ社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の〇ラレ専務を社長、所管本部長吉村氏を副社長（本体取締役退任）、理事佐藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 ヨシムラ シ サトウ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、〇ラレルミナス社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、〇ラレのみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時の〇ラレ社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。

		'10/2/1		〇ラレﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には無機ＥＬ開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員蜷川氏直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 ムキ ニナガワ シ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。

		'13/3/-		〇ラレ会長和久井氏が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで〇ラレの研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ワクイ シ





Sheet3

		'05.10.12～13		超高輝度無機ＥＬ開発の記者会見、年内のサンプル出荷等公表の新聞報道により、株価が暴騰し、ストップ高で取引停止  チョウコウキド ムキ カイハツ ネンナイ シュッカ トウ コウヒョウ

		'05.10.19～21		ＦＰＤ展示会にて超高輝度無機ＥＬ試料を展示、連日数万～１０数万人が来場、大反響を呼ぶ テンジカイ チョウ コウキド ムキ シリョウ テンジ レンジツ スウマン スウ マン ニン ライジョウ ダイハンキョウ ヨ

		'05.11.初旬 ショジュン		〇ラレ社内でサンプルを精査したところ、ＧａＡｓ等のＬＥＤ材料であることが判明したが、極一部の関係者内の極秘事項として隠蔽 シャナイ セイサ トウ ザイリョウ ハンメイ ゴク イチブ カンケイシャ ナイ ゴクヒ ジコウ インペイ

		'06.4.01～		茶谷産業と〇ラレ折半出資で合弁会社を設立し、開発の促進のためと虚って対外的な隠蔽工作を開始 チャタニ サンギョウ セッパン シュッシ ゴウベン カイ シャ セツリツ カイハツ キョ タイガイテキ インペイ コウサク カイシ

		'07.4.01		茶谷産業のカト吉による詐欺行為で財務状態悪化により合弁の出資比率を〇ラレ90％にし、名称も〇ラレルミナス（Ｌ社)に変更 チャタニ サンギョウ ヨシ サギ コウイ ザイム ジョウタイ アッカ ゴウベン シュッシ ヒリツ メイショウ シャ ヘンコウ

				〇ラレ社内の人事異動で専務、役員をＬ社の社長、副社長にする引責体制にする シャナイ ジンジ イドウ センム ヤクイン シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ タイセイ

		'08.3.31		Ｌ社の社長、副社長を引責辞任させて退職させ、佐藤常務を社長にする人事異動を発表 シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ ジニン タイショク サトウ ジョウム シャチョウ ジンジ イドウ ハッピョウ

		'08.4.01～		茶谷産業は撤退し、〇ラレのみで隠蔽工作を継続 チャタニ サンギョウ テッタイ インペイ コウサク ケイゾク

		'10.2.01～		〇ラレルミナスは解散し、本体にルミナス事業推進室を設け、開発継続を見せかけ隠蔽工作を継続 カイサン ホンタイ ジギョウ スイシン シツ モウ カイハツ ケイゾク ミ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.4.01～		ルミナス事業推進室を廃止し、その後継に”無機材料・デバイス研究開発Ｇ”を設け、対外的に隠蔽工作を継続 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ タイガイテキ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.10.12		風説の流布の違法(被疑)行為に対する公訴時効７年が成立 フウセツ ルフ イホウ コウイ タイ コウソ ジコウ ネン セイリツ



		'13.3.～		〇ラレ会長の退任、相談役就任を発表　その時期に組織名から”無機材料”の名称を削除し、対外的な関連活動の幕引きを装う　 カイチョウ タイニン ソウダンヤク シュウニン ハッピョウ ジキ ソシキメイ ムキ ザイリョウ メイショウ サクジョ タイガイテキ カンレン カツドウ マク ヒ ヨソオ

		～'23.9.30		違法行為の時効は成立したとしても、世間を欺いて結果的に株価に反映させた行為は、底上げされた株価がそのまま時価総額(推定￥700億～\1000億)に反映されている以上、信義則にもとる行為であり、事実関係を隠蔽し続けている姿勢は一流企業として相応しくない イホウコウイ ジコウ セイリツ ソコア カブカ ジカ ソウガク スイテイ オク オク ハンエイ イジョウ シセイ

		～’26.7		2026年創立100周年の前に事実を公表し、世間の禊を受けるべきである ネン ソウリツ シュウネン マエ ジジツ コウヒョウ セケン ミソギ ウ
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		　　　〇ラレ“超高輝度発光体事件”の顛末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チョウ コウキド ハッコウタイ ジケン テンマツ

		　2005年10月、三大誌、日経を含む新聞各社の紙面の一面を飾った「〇ラレ、超高輝度発光体の開発に着手」「ノーベル賞級の大発明！」などと報じられたあの発光体は一体何だったのか。１０年余を経た現在も尚、株主、同社ＯＢがいまだに首を傾げる発光体事件の実態を告発によって暴きその顛末を明らかにする。以下、時系列で事件の経緯を追う。 ドウ

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　　　緯 ヘ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。 チャタニ イカ チュウカイシャ ショウカイ コウ キド モ コ

				Ｄ社によれば、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた由。Ｙ氏は日本に住民登録せずタイに居住、タイ人の内妻がいるとか。昭和22年生まれ、宮城県仙台市出身、東北工大卒、Ｙ電子を自営、タイや台湾で詐欺行為に明け暮れる。Ｄ社へは'02年頃Ｄ社の当時の社員の紹介で、発光体開発品と称して紛い物を持ち込む。要は開発費と称して金をせびっていた模様。Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。同社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役・林義定氏）)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年もFPD展に出展登録しており、05年も登録して〇ラレが乗り気なので共同出展を希望していた。 カイハツシャ イカ シ シキン エンジョ ツク ヨシ ニホン ジュウミン トウロク キョジュウ ジン ナイ ツマ ショウワ ネン ウ ミヤギケン センダイシ シュッシン トウホク コウダイ ソツ ジエイ タイワン サギ コウイ ア ク トウジ シャイン ショウカイ カイハツ ヒン ショウ マガ モノ モ コ ヨウ カイハツヒ ショウ カネ モヨウ エキショウ レイ インキョク カン セイゾウ ハンバイ ハンロ モ ドウシャ トウジ ジギョウ ブチョウ モト トリシマリヤク ハヤシ ヨシ シ ジシャ テ オ キョウドウ カイハツ アイテ ダイリテン ネン テン シュッテン トウロク ネン トウロク ノ キ キョウドウ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所ではUV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度発光体と信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。 ヨウイ カク コ タカ マン ショウシャ ハッコウ カクニン シン ヨウ ヨシ ゴジツ サイド シラ ハッコウ ヨウ サイク モヨウ

		'05/9		〇ラレはＤ社と高輝度発光体の工業化に向けてJDA締結 コウキド コウギョウカ ム テイケツ

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。Ｙ氏から聞いた話を基にZnS系のIr等希土類元素を添加し爆破法によって作成する旨記載した。いくら追試しても再現性がないことから、後日これは全くの出鱈目であることが判明した。 コウヒョウ マエ ベイコク トッキョ シュツガン ケン ネン トッキョ キ ハナシ モト ケイ トウ キドルイ ゲンソ テンカ バクハ ホウ サクセイ ムネ キサイ ゴジツ マッタ デタラメ ハンメイ

		'05/10		〇ラレはFPD展に先立ち新聞各社を集めて記者会見を開き、超高輝度発光体 の開発にＤ社と共同で着手する旨を大々的に発表。 テン サキダ シンブン カクシャ アツ キシャ カイケン ヒラ チョウ コウキド カイハツ キョウドウ チャクシュ ムネ ダイダイテキ ハッピョウ

				発表により株価は800円台から1000円台に跳ね上がり、その後株主の注目を集めることとなる。（高いときは1300～1400円台まで上がった） ハッピョウ カブカ エンダイ エンダイ ハ ア ゴ カブヌシ チュウモク アツ タカ エンダイ ア

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。 ヨコハマ カイサイ テン キョウドウ シュッテン チョウ コウキド アオイロ テンジ ニチ ア スウジュウマンニン ホウモンシャ コウカイ

				山形大・城戸淳二教授、明治大・三浦明教授、有機EL材料メーカーの出光興産等々が展示品を見学。城戸教授は、これはLEDではないかと云っていた。 ヤマガタダイ キド ジュンジ キョウジュ メイジダイ ミウラ アキラ キョウジュ ユウキ ザイリョウ イデミツ コウサン トウトウ テンジ ヒン ケンガク キド キョウジュ イ

		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 オオサカ ホンシャ カイハツシャ ヨ コンゴ カイハツ ホウシン ハナ ア カイギ トウナン コウザン チョウサ ヒツヨウ フ ヨウ カネ コウジツ オオタ ク カマ デンキロ ジョウチャク キ トウ イ ハッコウ シサクヒン セイサク キョテン ヤチン シサク ヒヨウ スイテイ ヤク マン ツキ ゴウベン フタン トウショ メイ ウンエイ カンケイシャ イクド ア アシ ハコ モヨウ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた発光体材料のZnSは確認されず。 ケン テンジ カイ ゴ テンジ ヒン ブンカイ ブンセキ トウ ザイリョウ ゲンシ カクニン シ イ ザイリョウ カクニン

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumireds社のLEDの模倣品と判明した。 ムキ ケンビキョウ シャシン オオテ シャ モホウヒン ハンメイ

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長Ｍ、社長亜久井を始め担当役員Ｋも基本的に事情を知る立場にあり、世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 ホンケン ジジョウ シ モノ シンジギョウ カイハツ ケン キュウ ショチョウ ホンシャ カイハツ シュカン ケン カイハツ チョウ ドウ ケンキュウイン ニメイ ケン カイハツ ブチョウ ジョウム ジギョウ ブチョウ スウメイ トウジ カイチョウ シャチョウ ハジ タントウ ヤクイン キホンテキ ジジョウ シ タチバ セケン アザム ツヅ シャカイ テキ セキニン マヌガ

		'05/11～		その後、Ｙ氏に海外調査や原料調達目的で数回に渡って毎月\1000万余の委託費以外に約1000万円ずつを提供し、サンプル作りを依頼するも台湾、タイへ渡航が頻繁に続き、現地で原料入手するだのごねられ、いつも空振りに終わる。 ゴ カイガイ チョウサ ゲンリョウ チョウタツ モクテキ スウカイ ワタ マイツキ マン ヨ イタク ヒ イガイ ヤク マン エン テイキョウ ツク イライ タイワン トコウ ヒンパン ツヅ ゲンチ ゲンリョウ ニュウシュ カラブ オ

				それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、Ｌ社開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。 シ イ ジョウホウ モト カイハツ ブタイ ザイリョウ カイハツ ココロ ケイ イッコウ テンジ ヒン キュウ サイゲン ト

		'06/4/1		Ｌ社・Ｄ社の折半出資の合弁でKCルミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費はＬ社人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、Ｌ社設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。 セッパン シュッシ セツリツ カブヌシ タイサク カイハツ ジュウテン トウニュウ シホンキン オクエン ケイヒ ジンイン スウメイ オヨ メイ カイハツシャ マン トウニュウ

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率をＬ社90％に見直し、Ｌ社ﾙﾐﾅｽに名称変更。 カ キチ ショウヒン サギ ア ザイム ジョウタイ キキテキ ドウ ゴウベン シュッシ ヒリツ ミナオ メイショウ ヘンコウ

				当時の亜久井社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の串田専務を社長、所管本部長吉川氏を副社長（本体取締役退任）、理事塩藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 トウジ カメイ フシマツ セキニン ト コウヒョウ ジ クシダ センム シャチョウ ショカン ホンブチョウ ヨシカワ シ フクシャチョウ ホンタイ トリシマリヤク タイニン リジ シオ フジ シ ジョウム タイセイ セケン メ クラ コンタン ミ ミ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。 タイセイ ネン シュウエン シャチョウ フクシャチョウ ジテン タイニン ジョウム シャチョウ シュウニン

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、Ｌ社のみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時のＬ社社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。 ベツ ショウシャ シ トウジ



		'10/2/1		Ｌﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には発光体 開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員Ｎ直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 シャ カイサン ホンシャ ナイ ジギョウ スイシンシツ モウ トウジ ジョウム シッコウ ヤクイン チョッカツ ナイヨウ マッタ ジッセキ デ ミ カツドウ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社。 ゼン シャチョウ サトウシ タイシャ トウショ セキニンシャ ゼンイン タイシャ

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ブショ ケンキュウ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ イマ ガイケン ジョウ カイハツ ケイゾク ヨソオ ヨウ タイガイテキ マク ヒ カブヌシ タイサク ヒツヨウ オモ

		'13/3/-		同社会長亜久井が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで同社の研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ドウシャ カイチョウ ガツマツ ソウダンヤク タイニン ハッピョウ セイケイ カコウ ケンキュウショ トウゴウ ソシキ ヘンコウ コウヒョウ ドウシャ ケンキュウ カイハツ ソシキメイ ムキ メイショウ カンゼン ショウメツ カブヌシ タイサク タメ ギソウ コウサク シュウリョウ マサ カイチョウ タイニン ソウゾウ

		総　括 ソウ カツ		　2005年10月に端を発した“超高輝度発光体”事件は、17年を経過した今も世間に全く事情説明もなしにほう冠りし、株主損害賠償訴訟を恐れて幕引きしない体質は決して許されるものではない。その間に、推定30億円余の開発費を投入するも、所詮実体のない紛い物、開発の進展は皆無であった。今は、ウエブで“発光体” を検索してもＬ社の名前はヒットせず、DNP等他社が開発に成功する中で、7年間も何をやらせていたのか、全く持って不可解さは拭い切れない。Ｌ社がＹ氏の処方で発光体の再現を試みても殆ど光らなかった。要は詐欺に引っ掛ったのである。だからそう云う意味ではＬ社も被害者であるかもしれない。それでも、株価の上昇原因を自らの不作為で招いたＬ社の責任は免れるものではなく(虚偽の情報を公表して株価操作したことによる金融商品取引法違反は７年で公訴時効であるが、信義則にもとる行為と株主は見るであろう)、本文書は、それを糾弾するものである。Ｌ社は、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの観点から、高輝度発光体の顛末を世間に対して説明する社会的責任を負うものと考える。何故ならば、現在の株価は当時の数100円の底上げをベースに推移した結果だからである。然もなくは、現在の価格は少なくとも200-300円は低いものと推測される(＠￥200の上昇とすれば発行株価総額1000億円以上の底上げに相当)。詰まり、17年前の下駄を履かせた状態が続いているのである。それを考えると、本文書が公表されれば信用失墜による株価の暴落など今でも株主損害賠償の火種は消えていないのである。本文書が公表されることによって株価が暴落すると、株主は初めて損害を被るのであるから、事実関係が明らかになってから5年以内は損害賠償が提訴される虞は十分に想定される。本文書は、世間にその事情を知らせ、Ｌ社に世間を欺くことの罪深さを自覚させ、社会的責任を果たさせる機会を与えることを目的とするものである。また、当時の事情を知る社員がすべて辞職した後でも、元相談役亜久井、元会長(当時取締役、既に他界)Ｉはその間も職位に留まり一切自ら辞任することのない図々しさは決して許されない。三人の役員を辞職させ、自ら辞職しなかったことは人間性を疑う。本件の世間への告知と共に、当時の責任者らはせめて、世間に対して謝罪をすべきである。 ネン ガツ タン ハッ チョウ コウキド ジケン ネン ケイカ イマ セケン マッタ ジジョウ セツメイ カブヌシ ソンガイ バイショウ ソショウ オソ マク ヒ タイシツ ケッ ユル カン スイテイ オク エン アマ カイハツヒ トウニュウ ショセン ジッタイ マガ モノ カイハツ シンテン カイム イマ ケンサク ナマエ トウ タシャ カイハツ セイコウ ナカ ネンカン ナニ マッタ モ フカカイ ヌグ キ ショホウ ハッコウ タイ ココロ ホトン ヒカ ヨウ サギ ヒ カカ イ イミ ヒガイシャ カブカ ジョウショウ ゲンイン ミズカ フサクイ セキニン マヌガ キョギ ジョウホウ コウヒョウ カブカ ソウサ キンユウ ショウヒン トリヒキホウ イハン ネン コウソ ジコウ シンギソク コウイ カブヌシ ミ ブンショ キュウダン カンテン コウキド テンマツ セケン タイ シャカイテキ ナゼ トウジ スウ エン ソコア スイイ ケッカ サ スク エン ヒク スイソク ジョウショウ ハッコウ カブ カ ソウガク ソコア ソウトウ ツ ネンマエ ゲタ ハ ジョウタイ ツヅ カンガ コウヒョウ シンヨウ シッツイ カブカ ボウラク イマ カブヌシ ソンガイ バイショウ ヒダネ キ コウヒョウ カブカ ボウラク カブヌシ ハジ ソンガイ コウム ジジツ カンケイ アキ ネン イナイ ソンガイ バイショウ テイソ オソレ ジュウブン ソウテイ セケン ジジョウ シ セケン アザム ジカク キカイ アタ モクテキ トウジ ジジョウ シ シャイン アト モト モト カイチョウ トウジ トリシマリヤク スデ タカイ カン ショクイ トド イッサイ ミズカ ジニン ズウズウ ケッ ユル サンニン ジショク ミズカ ジショク ニンゲン セイ ウタガ ホンケン セケン コクチ トモ セケン タイ シャザイ
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		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　経　　　　　　　　　　緯 ケイ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。

				Ｄ社が、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた同氏曰く「無機ELサンプル」。　　Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。Ｄ社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年も独自でFPD展に出展登録しており、05年も単独で登録していた所、〇ラレの希望で共同出展とした。 ドウシ イワ ムキ ドクジ タンドク トコロ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所では当初UV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度無機ＥＬと信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。

		'05/9		〇ラレ・Ｄ社の共同開発契約（ＪＤＡ）に調印 シャ キョウドウ カイハツ ケイヤク チョウイン

		'05/10		FPD展に先立ち、記者会見を開き、試作品と共に大々的にＤ社と〇ラレの共同開発を発表

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。

				発表により株価は900円台から数ヶ月で1400円台に跳ね上がり、以降株主の注目を集めることとなる。 スウカゲツ イコウ

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。



		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者Ｙ氏を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 ウジ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた無機ＥＬ材料のZnSは確認されず。 ムキ

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumileds社のLEDの模倣品と判明した。

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長、社長を始め担当役員専務も基本的に事情を知る立場にあり、以降、隠蔽工作に終始し世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 センム イコウ インペイ コウサク シュウシ

		'05/11～		それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、〇ラレ開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。



		'06/4/1		〇ラレ・Ｄ社の折半出資の合弁でKC〇ミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費は〇ラレ人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、〇ラレ設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率を〇ラレ90％に見直し、〇ラレルミナスに名称変更。

				当時の〇ラレ社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の〇ラレ専務を社長、所管本部長吉村氏を副社長（本体取締役退任）、理事佐藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 ヨシムラ シ サトウ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、〇ラレルミナス社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、〇ラレのみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時の〇ラレ社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。

		'10/2/1		〇ラレﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には無機ＥＬ開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員蜷川氏直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 ムキ ニナガワ シ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。

		'13/3/-		〇ラレ会長和久井氏が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで〇ラレの研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ワクイ シ





Sheet3

		'05.10.12～13		超高輝度無機ＥＬ開発の記者会見、年内のサンプル出荷等公表の新聞報道により、株価が暴騰し、ストップ高で取引停止  チョウコウキド ムキ カイハツ ネンナイ シュッカ トウ コウヒョウ

		'05.10.19～21		ＦＰＤ展示会にて超高輝度無機ＥＬ試料を展示、連日数万～１０数万人が来場、大反響を呼ぶ テンジカイ チョウ コウキド ムキ シリョウ テンジ レンジツ スウマン スウ マン ニン ライジョウ ダイハンキョウ ヨ

		'05.11.初旬 ショジュン		〇ラレ社内でサンプルを精査したところ、ＧａＡｓ等のＬＥＤ材料であることが判明したが、極一部の関係者内の極秘事項として隠蔽 シャナイ セイサ トウ ザイリョウ ハンメイ ゴク イチブ カンケイシャ ナイ ゴクヒ ジコウ インペイ

		'06.4.01～		茶谷産業と〇ラレ折半出資で合弁会社を設立し、開発の促進のためと虚って対外的な隠蔽工作を開始 チャタニ サンギョウ セッパン シュッシ ゴウベン カイ シャ セツリツ カイハツ キョ タイガイテキ インペイ コウサク カイシ

		'07.4.01		茶谷産業のカト吉による詐欺行為で財務状態悪化により合弁の出資比率を〇ラレ90％にし、名称も〇ラレルミナス（Ｌ社)に変更 チャタニ サンギョウ ヨシ サギ コウイ ザイム ジョウタイ アッカ ゴウベン シュッシ ヒリツ メイショウ シャ ヘンコウ

				〇ラレ社内の人事異動で専務、役員をＬ社の社長、副社長にする引責体制にする シャナイ ジンジ イドウ センム ヤクイン シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ タイセイ

		'08.3.31		Ｌ社の社長、副社長を引責辞任させて退職させ、佐藤常務を社長にする人事異動を発表 シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ ジニン タイショク サトウ ジョウム シャチョウ ジンジ イドウ ハッピョウ

		'08.4.01～		茶谷産業は撤退し、〇ラレのみで隠蔽工作を継続 チャタニ サンギョウ テッタイ インペイ コウサク ケイゾク

		'10.2.01～		〇ラレルミナスは解散し、本体にルミナス事業推進室を設け、開発継続を見せかけ隠蔽工作を継続 カイサン ホンタイ ジギョウ スイシン シツ モウ カイハツ ケイゾク ミ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.4.01～		ルミナス事業推進室を廃止し、その後継に”無機材料・デバイス研究開発Ｇ”を設け、対外的に隠蔽工作を継続 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ タイガイテキ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.10.12		風説の流布の違法(被疑)行為に対する公訴時効７年が成立 フウセツ ルフ イホウ コウイ タイ コウソ ジコウ ネン セイリツ



		'13.3.～		〇ラレ会長の退任、相談役就任を発表　その時期に組織名から”無機材料”の名称を削除し、対外的な関連活動の幕引きを装う　 カイチョウ タイニン ソウダンヤク シュウニン ハッピョウ ジキ ソシキメイ ムキ ザイリョウ メイショウ サクジョ タイガイテキ カンレン カツドウ マク ヒ ヨソオ

		～'23.9.30		違法行為の時効は成立したとしても、世間を欺いて結果的に株価に反映させた行為は、底上げされた株価がそのまま時価総額(推定￥700億～\1000億)に反映されている以上、信義則にもとる行為であり、事実関係を隠蔽し続けている姿勢は一流企業として相応しくない イホウコウイ ジコウ セイリツ ソコア カブカ ジカ ソウガク スイテイ オク オク ハンエイ イジョウ シセイ

		～’26.7		2026年創立100周年の前に事実を公表し、世間の禊を受けるべきである ネン ソウリツ シュウネン マエ ジジツ コウヒョウ セケン ミソギ ウ
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		　　　〇ラレ“超高輝度発光体事件”の顛末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チョウ コウキド ハッコウタイ ジケン テンマツ

		　2005年10月、三大誌、日経を含む新聞各社の紙面の一面を飾った「〇ラレ、超高輝度発光体の開発に着手」「ノーベル賞級の大発明！」などと報じられたあの発光体は一体何だったのか。１０年余を経た現在も尚、株主、同社ＯＢがいまだに首を傾げる発光体事件の実態を告発によって暴きその顛末を明らかにする。以下、時系列で事件の経緯を追う。 ドウ

		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経　　　緯 ヘ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。 チャタニ イカ チュウカイシャ ショウカイ コウ キド モ コ

				Ｄ社によれば、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた由。Ｙ氏は日本に住民登録せずタイに居住、タイ人の内妻がいるとか。昭和22年生まれ、宮城県仙台市出身、東北工大卒、Ｙ電子を自営、タイや台湾で詐欺行為に明け暮れる。Ｄ社へは'02年頃Ｄ社の当時の社員の紹介で、発光体開発品と称して紛い物を持ち込む。要は開発費と称して金をせびっていた模様。Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。同社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役・林義定氏）)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年もFPD展に出展登録しており、05年も登録して〇ラレが乗り気なので共同出展を希望していた。 カイハツシャ イカ シ シキン エンジョ ツク ヨシ ニホン ジュウミン トウロク キョジュウ ジン ナイ ツマ ショウワ ネン ウ ミヤギケン センダイシ シュッシン トウホク コウダイ ソツ ジエイ タイワン サギ コウイ ア ク トウジ シャイン ショウカイ カイハツ ヒン ショウ マガ モノ モ コ ヨウ カイハツヒ ショウ カネ モヨウ エキショウ レイ インキョク カン セイゾウ ハンバイ ハンロ モ ドウシャ トウジ ジギョウ ブチョウ モト トリシマリヤク ハヤシ ヨシ シ ジシャ テ オ キョウドウ カイハツ アイテ ダイリテン ネン テン シュッテン トウロク ネン トウロク ノ キ キョウドウ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所ではUV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度発光体と信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。 ヨウイ カク コ タカ マン ショウシャ ハッコウ カクニン シン ヨウ ヨシ ゴジツ サイド シラ ハッコウ ヨウ サイク モヨウ

		'05/9		〇ラレはＤ社と高輝度発光体の工業化に向けてJDA締結 コウキド コウギョウカ ム テイケツ

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。Ｙ氏から聞いた話を基にZnS系のIr等希土類元素を添加し爆破法によって作成する旨記載した。いくら追試しても再現性がないことから、後日これは全くの出鱈目であることが判明した。 コウヒョウ マエ ベイコク トッキョ シュツガン ケン ネン トッキョ キ ハナシ モト ケイ トウ キドルイ ゲンソ テンカ バクハ ホウ サクセイ ムネ キサイ ゴジツ マッタ デタラメ ハンメイ

		'05/10		〇ラレはFPD展に先立ち新聞各社を集めて記者会見を開き、超高輝度発光体 の開発にＤ社と共同で着手する旨を大々的に発表。 テン サキダ シンブン カクシャ アツ キシャ カイケン ヒラ チョウ コウキド カイハツ キョウドウ チャクシュ ムネ ダイダイテキ ハッピョウ

				発表により株価は800円台から1000円台に跳ね上がり、その後株主の注目を集めることとなる。（高いときは1300～1400円台まで上がった） ハッピョウ カブカ エンダイ エンダイ ハ ア ゴ カブヌシ チュウモク アツ タカ エンダイ ア

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。 ヨコハマ カイサイ テン キョウドウ シュッテン チョウ コウキド アオイロ テンジ ニチ ア スウジュウマンニン ホウモンシャ コウカイ

				山形大・城戸淳二教授、明治大・三浦明教授、有機EL材料メーカーの出光興産等々が展示品を見学。城戸教授は、これはLEDではないかと云っていた。 ヤマガタダイ キド ジュンジ キョウジュ メイジダイ ミウラ アキラ キョウジュ ユウキ ザイリョウ イデミツ コウサン トウトウ テンジ ヒン ケンガク キド キョウジュ イ

		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 オオサカ ホンシャ カイハツシャ ヨ コンゴ カイハツ ホウシン ハナ ア カイギ トウナン コウザン チョウサ ヒツヨウ フ ヨウ カネ コウジツ オオタ ク カマ デンキロ ジョウチャク キ トウ イ ハッコウ シサクヒン セイサク キョテン ヤチン シサク ヒヨウ スイテイ ヤク マン ツキ ゴウベン フタン トウショ メイ ウンエイ カンケイシャ イクド ア アシ ハコ モヨウ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた発光体材料のZnSは確認されず。 ケン テンジ カイ ゴ テンジ ヒン ブンカイ ブンセキ トウ ザイリョウ ゲンシ カクニン シ イ ザイリョウ カクニン

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumireds社のLEDの模倣品と判明した。 ムキ ケンビキョウ シャシン オオテ シャ モホウヒン ハンメイ

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長Ｍ、社長亜久井を始め担当役員Ｋも基本的に事情を知る立場にあり、世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 ホンケン ジジョウ シ モノ シンジギョウ カイハツ ケン キュウ ショチョウ ホンシャ カイハツ シュカン ケン カイハツ チョウ ドウ ケンキュウイン ニメイ ケン カイハツ ブチョウ ジョウム ジギョウ ブチョウ スウメイ トウジ カイチョウ シャチョウ ハジ タントウ ヤクイン キホンテキ ジジョウ シ タチバ セケン アザム ツヅ シャカイ テキ セキニン マヌガ

		'05/11～		その後、Ｙ氏に海外調査や原料調達目的で数回に渡って毎月\1000万余の委託費以外に約1000万円ずつを提供し、サンプル作りを依頼するも台湾、タイへ渡航が頻繁に続き、現地で原料入手するだのごねられ、いつも空振りに終わる。 ゴ カイガイ チョウサ ゲンリョウ チョウタツ モクテキ スウカイ ワタ マイツキ マン ヨ イタク ヒ イガイ ヤク マン エン テイキョウ ツク イライ タイワン トコウ ヒンパン ツヅ ゲンチ ゲンリョウ ニュウシュ カラブ オ

				それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、Ｌ社開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。 シ イ ジョウホウ モト カイハツ ブタイ ザイリョウ カイハツ ココロ ケイ イッコウ テンジ ヒン キュウ サイゲン ト

		'06/4/1		Ｌ社・Ｄ社の折半出資の合弁でKCルミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費はＬ社人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、Ｌ社設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。 セッパン シュッシ セツリツ カブヌシ タイサク カイハツ ジュウテン トウニュウ シホンキン オクエン ケイヒ ジンイン スウメイ オヨ メイ カイハツシャ マン トウニュウ

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率をＬ社90％に見直し、Ｌ社ﾙﾐﾅｽに名称変更。 カ キチ ショウヒン サギ ア ザイム ジョウタイ キキテキ ドウ ゴウベン シュッシ ヒリツ ミナオ メイショウ ヘンコウ

				当時の亜久井社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の串田専務を社長、所管本部長吉川氏を副社長（本体取締役退任）、理事塩藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 トウジ カメイ フシマツ セキニン ト コウヒョウ ジ クシダ センム シャチョウ ショカン ホンブチョウ ヨシカワ シ フクシャチョウ ホンタイ トリシマリヤク タイニン リジ シオ フジ シ ジョウム タイセイ セケン メ クラ コンタン ミ ミ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。 タイセイ ネン シュウエン シャチョウ フクシャチョウ ジテン タイニン ジョウム シャチョウ シュウニン

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、Ｌ社のみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時のＬ社社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。 ベツ ショウシャ シ トウジ



		'10/2/1		Ｌﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には発光体 開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員Ｎ直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 シャ カイサン ホンシャ ナイ ジギョウ スイシンシツ モウ トウジ ジョウム シッコウ ヤクイン チョッカツ ナイヨウ マッタ ジッセキ デ ミ カツドウ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社。 ゼン シャチョウ サトウシ タイシャ トウショ セキニンシャ ゼンイン タイシャ

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ブショ ケンキュウ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ イマ ガイケン ジョウ カイハツ ケイゾク ヨソオ ヨウ タイガイテキ マク ヒ カブヌシ タイサク ヒツヨウ オモ

		'13/3/-		同社会長亜久井が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで同社の研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ドウシャ カイチョウ ガツマツ ソウダンヤク タイニン ハッピョウ セイケイ カコウ ケンキュウショ トウゴウ ソシキ ヘンコウ コウヒョウ ドウシャ ケンキュウ カイハツ ソシキメイ ムキ メイショウ カンゼン ショウメツ カブヌシ タイサク タメ ギソウ コウサク シュウリョウ マサ カイチョウ タイニン ソウゾウ

		総　括 ソウ カツ		　2005年10月に端を発した“超高輝度発光体”事件は、17年を経過した今も世間に全く事情説明もなしにほう冠りし、株主損害賠償訴訟を恐れて幕引きしない体質は決して許されるものではない。その間に、推定30億円余の開発費を投入するも、所詮実体のない紛い物、開発の進展は皆無であった。今は、ウエブで“発光体” を検索してもＬ社の名前はヒットせず、DNP等他社が開発に成功する中で、7年間も何をやらせていたのか、全く持って不可解さは拭い切れない。Ｌ社がＹ氏の処方で発光体の再現を試みても殆ど光らなかった。要は詐欺に引っ掛ったのである。だからそう云う意味ではＬ社も被害者であるかもしれない。それでも、株価の上昇原因を自らの不作為で招いたＬ社の責任は免れるものではなく(虚偽の情報を公表して株価操作したことによる金融商品取引法違反は７年で公訴時効であるが、信義則にもとる行為と株主は見るであろう)、本文書は、それを糾弾するものである。Ｌ社は、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの観点から、高輝度発光体の顛末を世間に対して説明する社会的責任を負うものと考える。何故ならば、現在の株価は当時の数100円の底上げをベースに推移した結果だからである。然もなくは、現在の価格は少なくとも200-300円は低いものと推測される(＠￥200の上昇とすれば発行株価総額1000億円以上の底上げに相当)。詰まり、17年前の下駄を履かせた状態が続いているのである。それを考えると、本文書が公表されれば信用失墜による株価の暴落など今でも株主損害賠償の火種は消えていないのである。本文書が公表されることによって株価が暴落すると、株主は初めて損害を被るのであるから、事実関係が明らかになってから5年以内は損害賠償が提訴される虞は十分に想定される。本文書は、世間にその事情を知らせ、Ｌ社に世間を欺くことの罪深さを自覚させ、社会的責任を果たさせる機会を与えることを目的とするものである。また、当時の事情を知る社員がすべて辞職した後でも、元相談役亜久井、元会長(当時取締役、既に他界)Ｉはその間も職位に留まり一切自ら辞任することのない図々しさは決して許されない。三人の役員を辞職させ、自ら辞職しなかったことは人間性を疑う。本件の世間への告知と共に、当時の責任者らはせめて、世間に対して謝罪をすべきである。 ネン ガツ タン ハッ チョウ コウキド ジケン ネン ケイカ イマ セケン マッタ ジジョウ セツメイ カブヌシ ソンガイ バイショウ ソショウ オソ マク ヒ タイシツ ケッ ユル カン スイテイ オク エン アマ カイハツヒ トウニュウ ショセン ジッタイ マガ モノ カイハツ シンテン カイム イマ ケンサク ナマエ トウ タシャ カイハツ セイコウ ナカ ネンカン ナニ マッタ モ フカカイ ヌグ キ ショホウ ハッコウ タイ ココロ ホトン ヒカ ヨウ サギ ヒ カカ イ イミ ヒガイシャ カブカ ジョウショウ ゲンイン ミズカ フサクイ セキニン マヌガ キョギ ジョウホウ コウヒョウ カブカ ソウサ キンユウ ショウヒン トリヒキホウ イハン ネン コウソ ジコウ シンギソク コウイ カブヌシ ミ ブンショ キュウダン カンテン コウキド テンマツ セケン タイ シャカイテキ ナゼ トウジ スウ エン ソコア スイイ ケッカ サ スク エン ヒク スイソク ジョウショウ ハッコウ カブ カ ソウガク ソコア ソウトウ ツ ネンマエ ゲタ ハ ジョウタイ ツヅ カンガ コウヒョウ シンヨウ シッツイ カブカ ボウラク イマ カブヌシ ソンガイ バイショウ ヒダネ キ コウヒョウ カブカ ボウラク カブヌシ ハジ ソンガイ コウム ジジツ カンケイ アキ ネン イナイ ソンガイ バイショウ テイソ オソレ ジュウブン ソウテイ セケン ジジョウ シ セケン アザム ジカク キカイ アタ モクテキ トウジ ジジョウ シ シャイン アト モト モト カイチョウ トウジ トリシマリヤク スデ タカイ カン ショクイ トド イッサイ ミズカ ジニン ズウズウ ケッ ユル サンニン ジショク ミズカ ジショク ニンゲン セイ ウタガ ホンケン セケン コクチ トモ セケン タイ シャザイ
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		年/月/日 ネン ゲツ ヒ		　　　　　　　　　　　　　経　　　　　　　　　　緯 ケイ イ

		2005/春～夏 ハル ナツ		茶谷産業（以下、Ｄ社）が仲介者の紹介で〇ラレに高輝度発光体サンプルを持ち込む。

				Ｄ社が、ある開発者(以下、Ｙ氏)に資金援助して作らせた同氏曰く「無機ELサンプル」。　　Ｄ社は液晶の冷陰極管バックライトを製造販売し、液晶ＴＶ・パネルメーカーに販路を持っていた。Ｄ社の当時の事業部長（元Ｄ産業取締役)は、自社だけでは手に負えないとして、共同開発の相手を代理店を通して捜していた。04年も独自でFPD展に出展登録しており、05年も単独で登録していた所、〇ラレの希望で共同出展とした。 ドウシ イワ ムキ ドクジ タンドク トコロ キボウ

				Ｙ氏が用意したサンプルは5ｍｍ角ほどのチップが20-30個で、輝度が高いものは50-60万cd/m2あった。〇ラレのつくば研究所では当初UV照射して発光することを確認し（LEDでは発光しない）、高輝度無機ＥＬと信用した由。ただし、後日再度調べたら発光しなかった。要は細工がしてあった模様。

		'05/9		〇ラレ・Ｄ社の共同開発契約（ＪＤＡ）に調印 シャ キョウドウ カイハツ ケイヤク チョウイン

		'05/10		FPD展に先立ち、記者会見を開き、試作品と共に大々的にＤ社と〇ラレの共同開発を発表

		'05/10		公表前に米国に特許出願し、うち2件は２０１３年に特許になった。

				発表により株価は900円台から数ヶ月で1400円台に跳ね上がり、以降株主の注目を集めることとなる。 スウカゲツ イコウ

		'05/10/19～21		パシフィコ横浜で開催されたFPD展にＤ社と共同出展し、超高輝度青色発光体として展示、1日当たり数十万人の訪問者に公開。



		'05/11/初旬 ショジュン		Ｄ社大阪本社にて、開発者Ｙ氏を呼んで今後の開発方針を話し合う。その会議でＹ氏は東南アジアに鉱山があるから、調査が必要などとほらを吹く。要は金をせびる口実であった。Ｙ氏らは大田区大森に、ラボを構え、電気炉、蒸着器等を入れ発光試作品製作の拠点としていた。家賃、試作費用推定約\1000万/月はＤ社・〇ラレ合弁のKCルミナスが負担。当初3名で運営、〇ラレの関係者は幾度となくY氏らに会うために足を運んだ模様。 ウジ

				つくば研にて展示会後に展示品を分解、分析し、GaAs等LED材料の原子を確認、Ｙ氏が云っていた無機ＥＬ材料のZnSは確認されず。 ムキ

				この時点で、〇ラレの一部関係者は無機ＥＬは嘘でLEDであったことを知る。顕微鏡写真から大手LEDメーカーのLumileds社のLEDの模倣品と判明した。

				本件事情を知る者は、〇ラレ：新事業開発本部長、つくば研究所長、本社開発主管、つくば研開発センター長、同研究員二名、くらしき研開発部長、Ｄ社：Ｋ常務、Ｈ事業部長ら数名であるが、当時の〇ラレ会長、社長を始め担当役員専務も基本的に事情を知る立場にあり、以降、隠蔽工作に終始し世間を欺き続けた社会的責任は免れない。 センム イコウ インペイ コウサク シュウシ

		'05/11～		それから、Ｙ氏の言った情報に基づき、〇ラレ開発部隊が材料、デバイスの開発を試みるが、ZnS系では一向に展示品級の再現は取れず。



		'06/4/1		〇ラレ・Ｄ社の折半出資の合弁でKC〇ミナスを設立し、株主対策として開発に重点投入をアッピール（資本金4億円）経費は〇ラレ人員が20数名に及びＤ社は2名の人件費、開発者への委託費、〇ラレ設備投資等多い年は\600万～1000万、当初5年間で推定約\25～30億を投入。

		'07/4/1		Ｄ社が加ト吉の商品ころがしの詐欺に遭い、財務状態が危機的になったため、同合弁は出資比率を〇ラレ90％に見直し、〇ラレルミナスに名称変更。

				当時の〇ラレ社長の下命で、不始末の責任を取らせるべく公表時の〇ラレ専務を社長、所管本部長吉村氏を副社長（本体取締役退任）、理事佐藤氏を常務とする体制にし、世間の目を眩ませる魂胆が見え見えであった。 ヨシムラ シ サトウ

		'08/3/31		この体制は1年で終焉し、〇ラレルミナス社長、副社長はその時点で退任させられ、常務が社長に就任。

		'08/4/1～'10/1/31		この間、Ｄ社は完全に手を引き(Ｄ社は'09に別の商社に買収された)、〇ラレのみで黙々と開発活動を続行。但し、専らＹ氏の過去の行動を追跡調査することに明け暮れた。所詮、事実確認したところで訴えることはできないと自覚しつつ。当時の〇ラレ社長は会長に就任し、一見第一線から退いたように見せかけていたが、代取は譲らず、実権は握り続けた。

		'10/2/1		〇ラレﾙﾐﾅｽ社は解散し、飽くまでも世間には無機ＥＬ開発続行を印象付けるため、本社内にルミナス事業推進室を設け、当時の常務執行役員蜷川氏直轄にす。内容は全く実績の出ない、見せかけの活動であった。 ムキ ニナガワ シ

		'10/3/31		ルミナス前社長佐藤氏は退社し、当初の責任者はこれで全員退社

		'12/4/1		ルミナス事業推進室は廃止し、その後継部署としてつくば研究センターに“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を設け、未だに外見上発光体の開発継続を装う。要は対外的に幕引きをしていないから株主対策がいつまでも必要と思われた。

		'13/3/-		〇ラレ会長和久井氏が6月末で相談役に退任を発表。　つくば研究センターの“無機材料・デバイス研究開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ”を成型・加工研究所に統合する組織変更を公表し、これで〇ラレの研究開発の組織名から“無機(EL)” の名称が完全に消滅し、株主対策の為の偽装工作は終了す。これは正に、会長の退任とリンクするものと想像される。 ワクイ シ





Sheet3

		'05.10.12～13		超高輝度無機ＥＬ開発の記者会見、年内のサンプル出荷等公表の新聞報道により、株価が暴騰し、ストップ高で取引停止  チョウコウキド ムキ カイハツ ネンナイ シュッカ トウ コウヒョウ

		'05.10.19～21		ＦＰＤ展示会にて超高輝度無機ＥＬ試料を展示、連日数万～１０数万人が来場、大反響を呼ぶ テンジカイ チョウ コウキド ムキ シリョウ テンジ レンジツ スウマン スウ マン ニン ライジョウ ダイハンキョウ ヨ

		'05.11.初旬 ショジュン		〇ラレ社内でサンプルを精査したところ、ＧａＡｓ等のＬＥＤ材料であることが判明したが、極一部の関係者内の極秘事項として隠蔽 シャナイ セイサ トウ ザイリョウ ハンメイ ゴク イチブ カンケイシャ ナイ ゴクヒ ジコウ インペイ

		'06.4.01～		茶谷産業と〇ラレ折半出資で合弁会社を設立し、開発の促進のためと虚って対外的な隠蔽工作を開始 チャタニ サンギョウ セッパン シュッシ ゴウベン カイ シャ セツリツ カイハツ キョ タイガイテキ インペイ コウサク カイシ

		'07.4.01		茶谷産業のカト吉による詐欺行為で財務状態悪化により合弁の出資比率を〇ラレ90％にし、名称も〇ラレルミナス（Ｌ社)に変更 チャタニ サンギョウ ヨシ サギ コウイ ザイム ジョウタイ アッカ ゴウベン シュッシ ヒリツ メイショウ シャ ヘンコウ

				〇ラレ社内の人事異動で専務、役員をＬ社の社長、副社長にする引責体制にする シャナイ ジンジ イドウ センム ヤクイン シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ タイセイ

		'08.3.31		Ｌ社の社長、副社長を引責辞任させて退職させ、佐藤常務を社長にする人事異動を発表 シャ シャチョウ フクシャチョウ インセキ ジニン タイショク サトウ ジョウム シャチョウ ジンジ イドウ ハッピョウ

		'08.4.01～		茶谷産業は撤退し、〇ラレのみで隠蔽工作を継続 チャタニ サンギョウ テッタイ インペイ コウサク ケイゾク

		'10.2.01～		〇ラレルミナスは解散し、本体にルミナス事業推進室を設け、開発継続を見せかけ隠蔽工作を継続 カイサン ホンタイ ジギョウ スイシン シツ モウ カイハツ ケイゾク ミ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.4.01～		ルミナス事業推進室を廃止し、その後継に”無機材料・デバイス研究開発Ｇ”を設け、対外的に隠蔽工作を継続 ジギョウ スイシンシツ ハイシ コウケイ ムキ ザイリョウ ケンキュウ カイハツ モウ タイガイテキ インペイ コウサク ケイゾク

		'12.10.12		風説の流布の違法(被疑)行為に対する公訴時効７年が成立 フウセツ ルフ イホウ コウイ タイ コウソ ジコウ ネン セイリツ



		'13.3.～		〇ラレ会長の退任、相談役就任を発表　その時期に組織名から”無機材料”の名称を削除し、対外的な関連活動の幕引きを装う　 カイチョウ タイニン ソウダンヤク シュウニン ハッピョウ ジキ ソシキメイ ムキ ザイリョウ メイショウ サクジョ タイガイテキ カンレン カツドウ マク ヒ ヨソオ

		～'23.9.30		違法行為の時効は成立したとしても、世間を欺いて結果的に株価に反映させた行為は、底上げされた株価がそのまま時価総額(推定￥700億～\1000億)に反映されている以上、信義則にもとる行為であり、事実関係を隠蔽し続けている姿勢は一流企業として相応しくない イホウコウイ ジコウ セイリツ ソコア カブカ ジカ ソウガク スイテイ オク オク ハンエイ イジョウ シセイ

		～’26.7		2026年創立100周年の前に事実を公表し、世間の禊を受けるべきである ネン ソウリツ シュウネン マエ ジジツ コウヒョウ セケン ミソギ ウ







事件の経緯を綴った書籍の紹介
～「わが人生最大の不覚」ディーン井上著

タイトル：「わが人生最大の不覚」著者：ディーン井上

頁数：１０８
大きさ：４６版
定価：￥1300（税別）

概要：翻訳業を営む、さいたま市居住の筆者（代筆）が、過去に在籍したある企業（本中の

Ｌ社；〇ラレ）の過去の隠蔽工作を、赤裸々に綴ったフィクション仕立ての自叙伝。

内容は、第一章生い立ち・幼少期から始まり、核心部分の第十章プロジェクト調整役としての

勤務、魔の隠蔽工作（「超高輝度発光体事件」の顛末を詳細に語る）、第十二章翻訳業の起

業、第十四章交友録などを綴る、渾身の力作

購読者はリアルな内容、息をのむ展開にこぞって絶賛！

Amazon 通販サイト および

事務所ホスミ・サイト(URL https://square.link/u/rDhuUUIV) より発売中
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